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昨
年
11
月
に
開
館
し
た
み
は
ら
歴
史
館
。
小
早
川
隆

景
や
三
原
城
を
中
心
に
市
の
歴
史
文
化
を
紹
介
し
、
多

く
の
人
に
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
記
念
と
な
る

１
万
人
目
の
来
館
者
は
円一町
の
李
さ
ん
ご
家
族（
写
真
）

で
し
た
（
１
／
15　
み
は
ら
歴
史
館
）

歴
史
と
文
化
が

　
　
息
づ
く
ま
ち
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小
早
川
隆
景
は
天
文
２（
１
５
３
３
）年
、

毛
利
元
就
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

12
歳
の
時
に
安
芸
の
竹
原
小
早
川
家
の
養
子

と
な
り
、
そ
の
後
、
本
家
の
沼
田
小
早
川
家

も
継
ぎ
ま
し
た
。
群
雄
割
拠
の
戦
国
時
代
、

瀬
戸
内
海
の
水
軍
に
強
い
影
響
力
を
持
つ
小

早
川
家
の
当
主
と
し
て
、
本
郷
の
新
高
山
城

を
中
心
拠
点
に
、
兄
の
吉
川
元
春
ら
と
元
就

を
助
け
、
毛
利
家
の
中
国
地
方
統
一
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
の
三
原
は
、
瀬
戸
内
海
の
海
路
と

山
陽
道
が
交
わ
る
場
所
と
し
て
交
易
な
ど
が

行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
決
し
て
大
き
な

ま
ち
で
は
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
水
軍
を

掌
握
し
て
い
た
隆
景
は
、
早
く
か
ら
三
原
の

地
の
利
に
着
目
し
、
水
軍
の
基
地
、
瀬
戸
内

海
の
防
御
拠
点
と
し
て
こ
こ
に
新
た
な
城
を

整
備
す
る
構
想
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
小
早
川
家
の
家
系
図
に
よ
れ
ば
、
隆
景
は

永
禄
10（
１
５
６
７
）年
に
三
原
湾
に
あ
っ
た

大
小
の
島
を
つ
な
ぎ
、
三
原
城
の
築
城
を
始

め
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
石
垣
は
当
時
の

最
新
技
術
だ
っ
た
海
底
か
ら
石
を
組
み
上
げ

る
工
法
で
築
か
れ
、
船
舶
が
出
入
港
す
る
船

入
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
城
郭
と
軍
港
の
機
能
を
兼
ね
備
え
、
隆
景

の
理
想
が
形
と
な
っ
た
三
原
城
は
、
満
潮
時

に
は
海
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
こ

と
か
ら「
浮
城
」と
呼
ば
れ
、
豊
臣
秀
吉
や
徳

川
家
康
も
そ
の
堂
々
と
し
た
姿
を
褒
め
た
た

え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　
三
原
城
主
と
な
っ
た
隆
景
は
、
時
の
権
力

者
だ
っ
た
豊
臣
秀
吉
の
厚
い
信
頼
を
得
て
、

伊
予
や
筑
前
の
統
治
を
任
さ
れ
る
な
ど
、
信

　
今
年
、小
早
川
隆
景
が
三
原
城
を
築
城
し
て
か
ら
４
５
０
年

が
経
ち
ま
す
。
戦
国
随
一
の
知
将
と
呼
ば
れ
、
天
下
人 

豊
臣

秀
吉
も
そ
の
実
力
を
認
め
て
い
た
隆
景
。
三
原
城
主
と
し
て
隆

景
が
築
い
た
城
下
町
は
、市
の
中
心
市
街
地
の
礎
と
な
り
ま
し

た
。
節
目
の
年
、
三
原
城
と
隆
景
の
足
跡
を
振
り
返
り
、
ま
ち

の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

海から立ち上がる石垣など、浮城の面影を残していまし
た（明治40年頃）三原市歴史民俗資料館所蔵

　
今
年
、小
早
川
隆
景
が
三
原
城
を
築
城
し
て
か
ら
４
５
０
年

が
経
ち
ま
す
。
戦
国
随
一
の
知
将
と
呼
ば
れ
、
天
下
人

秀
吉
も
そ
の
実
力
を
認
め
て
い
た
隆
景
。
三
原
城
主
と
し
て
隆

景
が
築
い
た
城
下
町
は
、市
の
中
心
市
街
地
の
礎
と
な
り
ま
し

た
。
節
目
の
年
、
三
原
城
と
隆
景
の
足
跡
を
振
り
返
り
、
ま
ち

の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

 築城４５０年

 三原城
～小早川隆景が築いたまちの礎～

城の南側に海、東側に三之丸とその堀が
はっきりと見えます。本丸を貫くように
蒸気機関車が走っています（明治36年）
三原市歴史民俗資料館所蔵

日
本
の
西
は
隆
景
に

任
せ
れ
ば
全
て
安
泰

城
と
軍
港 

隆
景
の
理
想
が
形
に



義
あ
る
知
将
と
し
て
毛
利
家
を
支
え
ま
し
た
。

秀
吉
は「
日
本
の
西
は
隆
景
に
任
せ
れ
ば
全
て

安
泰
」と
言
う
ほ
ど
隆
景
を
高
く
評
価
し
、自

身
の
政
権
で
政
治
の
中
核
を
担
う
五
大
老
を

任
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
隆
景
は
天
皇
か

ら
従じ
ゅ
さ
ん
み
ご
ん
ち
ゅ
う
な
ご
ん

三
位
権
中
納
言
の
冠
位
も
与
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
水
戸
黄
門
で
知
ら
れ
る
徳

川
光み
つ
く
に圀
と
同
じ
冠
位
で
あ
り
、
隆
景
の
実
力

が
い
か
に
高
く
周
囲
に
認
め
ら
れ
て
い
た
か

が
分
か
り
ま
す
。

　
晩
年
、
豊
臣
家
か
ら
養
子
に
迎
え
た
小
早

川
秀
秋
に
家
督
を
譲
っ
た
隆
景
は
、
三
原
に

戻
っ
て
隠
居
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
慶
長
２

（
１
５
９
７
）年
６
月
、
急
逝
。
死
因
は
脳
卒

中
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
西
日
本
を

舞
台
に
縦
横
無
尽
の
活
躍
を
し
た
隆
景
で
す

が
、
最
期
は
生
涯
愛
し
た
三
原
城
で
静
か
に

息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
三
原
城
は
福
島
氏
、
浅
野
氏
の

支
城（
本
城
を
守
る
た
め
に
築
か
れ
た
城
）と

な
り
、
そ
の
都
度
、
拡
張
や
改
修
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
最
も
大
き
な
時
で
、
東
は
和
久

原
川
か
ら
西
は
臥
竜
橋
付
近
ま
で
約
９
０
０

メ
ー
ト
ル
、
南
北
は
約
７
０
０
メ
ー
ト
ル
。

そ
の
中
に
本
丸
、
二
之
丸
、
三
之
丸
、
32
の

櫓や
ぐ
らと

14
の
門
が
備
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
幕
末
の
旗
本 

川か
わ
じ
と
し
あ
き
ら

路
聖
謨
は
、
嘉
永
５（
１

８
５
２
）年
に
三
原
城
下
を
通
行
し
た
よ
う

す
を
こ
う
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

　
「
尾
道
か
ら
三
原
へ
向
か
う
途
中
は
、
大

き
な
入
り
江
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
大
き
さ

は
十
里（
約
39
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）ば
か
り
あ
る

と
い
う
。
所
々
に
島
が
見
え
て
、
ま
る
で
絵

の
よ
う
だ
。こ
れ
ま
で（
出
発
し
て
）

二
十
国
余
り
を
過
ぎ
た
が
、
自
然

の
景
色
は
舞
子（
兵
庫
県
神
戸
市
）

の
浜
や
須
磨（
同
）、
明
石（
兵
庫
県
明
石

市
）も
格
別
に
思
わ
な
か
っ
た
が
、
今
日
の

景
色
は
今
ま
で
に
な
い（
素
晴
ら
し
い
）事

で
、
驚
い
た
。
三
原
城
は
堀
が
入
り
江
に
な

っ
て
い
て
、
魚
を
捕
ら
せ
て
い
な
い
。
堀
に

鯛
や
そ
の
ほ
か
海
の
魚
が
た
く
さ
ん
泳
い
で

い
る
。
櫓
が
多
く
造
っ
て
あ
り
、
石
垣
の
高

さ
も
十
間（
約
18
メ
ー
ト
ル
）ほ
ど
あ
る
。
と

て
も
立
派
で
あ
り
、
人
々
は
み
な
驚
い
た
」

（
要
約・
現
代
語
訳
）。
江
戸
時
代
末
期
に
な

っ
て
も
三
原
城
は
人
々
を
圧
倒
す
る
威
容
を

誇
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
明
治
維
新
後
、
近
代
化
の
波
の
中
で
堀
や

城
が
面
し
て
い
た
海
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
石

垣
の
多
く
も
取
り
壊
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
27
年
に
は
山
陽
鉄
道
が
本
丸
を
貫
く
形

で
三
原
駅
が
開
業
。
昭
和
に
な
っ
て
旧
城
内

や
城
下
町
の
市
街
化
が
一
段
と
進
み
ま
し

た
。
今
な
お
残
る
天
主
台
跡
と
そ
れ
を
巡

る
堀
の
一
部
、
船
入
櫓
跡
、
本
丸
中
門
跡

な
ど
が
、往
時
の
壮
大
さ
を
今
に
伝
え
て

い
ま
す
。

問問い合わせ先

三原浅野家の家臣 森秀之進が慶応年間に実測して作成した絵図。
城郭に加えて、家臣屋敷や松の木まで精密に描かれています。

紙本著色備後国三原城絵図
（江戸時代）個人所蔵
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 天主台跡を見守る
　小早川隆景像
　（JR三原駅西口）

隆
景
後 

往
時
を

し
の
ば
せ
る
史
跡

本丸中門跡
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４日（土）13時～
ところ　三原城跡歴史公園西側
●記念式典（13時～14時）
内　容　式典、安芸本郷太鼓披露
●見学会（14時30分～15時30分）
内　容　市学芸員による公園内ガイドツアー
●ライトアップ点灯式（18時～）
内　容　天主台跡・石垣のライトアップ点灯式
問文化課（☎0848・64・9234）

●後
ご
藤
とうもん
門石垣

●西国街道と街道沿いの石列

●長屋門石列と長屋門風あずまや
　備後国三原
城絵図（慶応年
間）を基に復元
しました。実際
の石垣は市道
北側の歩道辺
りまで延び、門
は市道中央辺りに位置していました。

　堀の西側では
約12mの幅で
西国街道の跡
が見つかりまし
た。路面は堀に
向かって若干
傾斜していまし
た。街道沿いの石列は、後藤門西側の堀沿い
全域で見つかりました。堀への転落防止と土
留めの機能があったものと考えられます。

　発掘調査で
見つかった長屋
門跡の石列を
復元し、その南
側に長屋門の
大きさがイメー
ジできるよう、
ほぼ同じ大きさのあずまやを建てました。

三み
は
ら
じ
ょ
う
あ
と
れ
き
し
こ
う
え
ん

原
城
跡
歴
史
公
園
が
開
園
し
ま
す
２
月
４
日
●

問
文
化
課

　
☎
０
８
４
８・64・９
２
３
４

　市では平成23年から約３年、天主台堀周辺の発掘調査を行い、このたび
三原城跡歴史公園として整備しました。夜間には天主台跡とその石垣をライ
トアップして浮かび上がらせ、壮大だった浮城 三原城の姿を一部再現します。

●長屋門石列と長屋門風あずまや
　発掘調査で
見つかった長屋
門跡の石列を
復元し、その南
側に長屋門の
大きさがイメー
ジできるよう、
ほぼ同じ大きさのあずまやを建てました。 土

三原城跡歴史公園
完成セレモニー
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４日（土）14時30分～17時40分

10日（金）10時～10時30分

20日（月）～３月12日（日）９時～17時

18日（土）17時～18時30分

26日（日）10時～16時

26日（日）13時30分～15時30分

26日（日）11時～18時

ところ　芸術文化センター　ポポロ
内 　容　式典、記念ビデオの上映、芸能披露（三原やっ
さ踊り）、三矢の訓連携応援神楽上演（「土蜘蛛」/原田
神楽団（安芸高田市）、「滝夜叉姫」/曙神楽団（北広島
町））、特産品の販売
問 築城450年事業推進担当室（☎0848・61・0450）

ところ　三原内港東公園
内 　容　今治造船㈱から寄贈された大型プロペラの除幕
問 今治造船㈱（☎0848・69・1200）

ところ　久井稲生神社とその周辺
内 　容　子どもたちの練り歩き、神社境内での餅まき
問 子どもはだか祭り事務局 岡田さん（☎090・1688・3298）

ところ　三原駅前市民広場
内 　容　飲食ブースの出店、ダンス披露 など
問 みはらＷＥフェス事務局　小松さん（☎080・6332・
0048）

ところ　城町庁舎２階　大会議室
演 　題　日本三大海城－三原城・高松
城・今治城－
講　師　広島大学教授  三浦正幸さん
定　員　80人（申し込み先着順）
参加費　300円
申 し込み先　文化課（城町庁舎２階☎
0848・64・9234　0848・67・
5912）

と ころ　芸術文化センター ポポロ
内 　容　ジャズの演奏、ワークショップ
問 セトウチ・ジャズ・キャッスル実行委員会（☎080・3314・
1108）

第６回みはら雛まつり展

●築城450年純米吟醸酒
　「いざ三原へ！」

●築城450年
　フレーム切手

と ころ　みはら歴史館（ペアシティ三
原西館１階）
内 　容　歴史民俗資料館などが所蔵
するひな人形の展示
問 みはら歴史館（☎0848・62・0450）

海城講演会

問問い合わせ先

築城450年オリジナル商品が発売されました

内 　容　82円切手（シールタイプ）
×10枚のシート
価 　格　1,300円（税込み）
販 売場所　市内・近隣市の郵便局
問 沼田東郵便局
　（☎0848・66・0833）

▲ 曙神楽団（北広島町）▲ 原田神楽団（安芸高田市）

築城450年事業   今月のイベント情報

▲三浦正幸さん

内容量　720ml
販売数　450本限定
価　格　1,600円（税別）
販売場所　市内の酒販店など
製造・販売 ・ 問い合わせ先
㈱醉心山根本店（☎0848・62・3251）

入場自由

瀬戸内三原 築城450年事業
オープニングセレモニー

築城450年
記念プロペラ除幕式

みはら歴史館 ミニ企画展

子ども神
みこし
輿

三原元気祭り

セトウチ・ジャズ・キャッスル 17
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主な催し

　
市
で
は
全
域
で
空
き
缶
や
吸
い
殻
な
ど
の

ポ
イ
捨
て
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
神
明
市
が

開
催
さ
れ
る
区
域
の
一
部
は
、
喫
煙
制
限
区

域
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
喫
煙
は
灰
皿
の
設

置
し
て
あ
る
指
定
場
所
で
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課（
☎
０
８
４

８・67・６
１
９
４
）

と 

き　
10
日（
金
）14
時

〜
15
時

と 

こ
ろ　
三
原
小
学
校

〜
神
明
大
だ
る
ま
付

近（
東
町
三
丁
目
）

※
雨
天
の
場
合
は
Ｊ
Ｒ

三
原
駅
構
内
。

内 

容　
子
ど
も
た
ち
が
張
り
子
の
だ
る
ま
を

か
ぶ
っ
て
練
り
歩
き
、
昔
の
だ
る
ま
行
列

を
再
現

問 

い
合
わ
せ
先　
三
原
観
光
協
会（
☎
０
８

４
８・67・５
８
７
７
）

備
後
路
に
春
を
告
げ
る

ご
み
の
ポ
イ
捨
て・

歩
き
タ
バ
コ
は
や
め
ま
し
ょ
う

第
３
回 

復
活
！
三
原
だ
る
ま

行
列

問
観
光
課  

☎
0
8
4
8・67・6
0
1
4 ＪＲ三原駅北側一帯

と　き 内　容 時　間 と　こ　ろ

10日（金）～
12日（日）

植木市・露店など
9：00～20：00

本町・館町・東町
神明だるま販売
だるま供養塔 神明会館 東隣
達磨記念堂の一般公開 9：00～17：00 極楽寺

三原だるま販売 10：00～16：00
※完売次第、終了。 浮城広場・隆景広場

11日（土）
コント・落語 10：30～、13：00～ 神明会館 特設会場
戦国三原ジャズバンド・
安芸ひろしま武将隊 12：00～15：30 三原城跡歴史公園

特設会場

12日（日）
ゲスト歌手歌謡ショー 13：30～14：30 神明会館 特設会場
少年剣道競技大会 9：00～15：00 三原小学校 体育館

10金
2月

11土
2月

12日
2月

2月

1212日日

10金金
2月

11土
2月

12日
2月

三
原
神
明
市

み

は
ら

し
ん

め
い

い
ち

日本一の大だるま

10日金～12日日 9時～20時 車両通行禁止

P

P
大
と
ん
ど

三原港

至 広島 国道185号 至 尾道

浮城広場

駅前市民広場

隆景広場

神明会館三原城跡歴史公園
三原小学校

・

・・

・

極楽寺
（達磨記念堂）

うきしろロビー
（三原観光協会）

P 有料
駐車場
駐輪場
喫煙場所

露店
植木市
だるま
供養塔

　
深
町（
中
之
町・如
水
館・深
町
方
面
）と
福

地
線（
糸
崎・木
原
方
面
）は
、10
日（
金
）の
始

発
か
ら
12
日（
日
）の
終
便
ま
で
、
運
行
経
路

の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
先　
中
国
バ
ス（
☎
０
８
４
８・

48・２
２
１
１
）、
鞆
鉄
道（
☎
０
８
４
８・

85・０
３
１
５
）

バ
ス
の
運
行
経
路
を
変
更



問
経
営
企
画
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
２
７
０

問
文
化
課

　
☎
０
８
４
８・64・９
２
３
４
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市政フラッシュ

　
市
は
先
月
19
日
、
小
早
川
隆
景
の
肖
像
画

な
ど
小
早
川
家
所
蔵
の
歴
史
資
料
３
点
を
初

公
開
し
ま
し
た
。

　
公
開
し
た
の
は
市
が
小
早
川
家
か
ら
調
査

を
依
頼
さ
れ
た
約
40
点
の
資
料
の
う
ち
、
小

早
川
隆
景
肖
像
画
、大
徳
寺
黄
梅
院
の
玉
ぎ
ょ
く

仲
ち
ゅ
う

宗そ
う
琇し
ゅ
うに
よ
る
賛（
絵
に
書
か
れ
た
詩
句
）、
小

早
川
家
の
家
紋
で
あ
る
左
三
つ
巴
の
入
っ
た

兜
の
３
点
。
こ
の
う
ち
肖
像
画
は
、
市
内
に

３
点
あ
る
隆
景
肖
像
画
の
中
で
も
、
隆
景
の

十
三
回
忌
に
描
か
れ
た
佛
通
寺
所
蔵
の
も
の

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
関
連
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
小
早
川
家
は
、
隆
景
の
養
子
で
あ
る
秀
秋

が
亡
く
な
っ
て
断
絶
し
て
い
ま
し
た
が
、
毛

利
元
就
の
三
男
だ
っ
た
隆
景
の
功
績
を
後
世

に
伝
え
た
い
と
い
う
毛
利
家
の
意
向
で
、
明

治
時
代
に
再
興
し
ま
し
た
。

　
資
料
は
再
興
時
、
毛
利
家
か
ら
譲
り
受
け

た
も
の
で
す
。
小
早
川
家
子
孫
の
小
早
川 

隆た
か

治は
る

さ
ん
が
、
三
原
城
築
城
４
５
０
年
を
機
に

市
へ
調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
市
は
今
後
、
市
と
隆
景
の
関
わ
り
を
検
証

す
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
調
査
を
進
め
ま
す
。

小
早
川
家
の

歴
史
資
料
を
初
公
開

ヤ
マ
ト
運
輸
と

地
域
活
性
化
な
ど
で
連
携

　
市
と
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
は
先
月
17

日
、
地
域
活
性
化
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
な

ど
に
連
携
し
て
取
り
組
む
協
定
を
結
び
ま
し

た
。
や
っ
さ
だ
る
マ
ン
と
特
産
の
タ
コ
が
描

か
れ
た
荷
作
り
用
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱「
ご
当
地

ボ
ッ
ク
ス
」を
共
同
製
作
し
、
瀬
戸
内
三
原 

築
城
４
５
０
年
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
す
る
こ

と
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
同
社
が
県
内
の

自
治
体
と
協
定
を
結
ぶ
の
は
初
め
て
で
す
。

　
市
役
所
で
開
か
れ
た
締
結
式
で
は
、
天
満

祥
典
市
長
と
同
社
広
島
主
管
支
店
の
川
上
伸

次
主
管
支
店
長
が
協
定
書
に
署
名
し
、
ご
当

地
ボ
ッ
ク
ス
の
試
作
品
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ご
当
地
ボ
ッ
ク
ス
は
今
月
か
ら
同
社
の
市

内
営
業
所
４
カ
所
で
販
売
。
通
常
の
箱
と
同

築
城
４
５
０
年
事
業
の

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
設
置

歩
道
と
車
道
の
20
カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
築
城
４
５
０
年
事
業
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

は
、
三
原
城
の
石
垣
と
瀬
戸
内
海
の
多
島
美

が
モ
チ
ー
フ
で
、
中
央
の
白
線
は
白
波
と
新

し
い
風
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
は
直
径
60
㎝
の
鋳
鉄
製
で
、
色
付
け
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
ご
当
地
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に

は
、
や
っ
さ
踊
り
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。
今
月
か
ら
築
城
４
５
０
年
事

業
の
メ
ー
ン
期
間
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
中

心
市
街
地
に
こ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
設
置
し
、

機
運
を
高
め
ま
す
。

　
市
は
、瀬
戸
内
三
原 

築
城
４
５
０
年
事
業

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
を
製
作
し
、
Ｊ
Ｒ
三
原
駅
周
辺
の

じ
大
き
さ
で
、価
格
も
同
一
の
１
８
４
円（
税

込
み
）で
す
。市
の
位
置
図
や
４
５
０
年
事
業

の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
２
次
元
コ
ー

ド
な
ど
も
掲
載
し
、
荷
物
の
受
取
人
に
市
を

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
配
達
員
に
よ
る
子
ど
も

や
高
齢
者
な
ど
の
見
守
り
、
道
路
に
異
常
が

あ
っ
た
場
合
の
通
報
な
ど
、
７
分
野
で
連
携

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
同
社
を
グ
ル
ー
プ
に
持
つ
ヤ
マ
ト
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
の
木き

川が
わ 

眞ま
こ
と
代
表
取

締
役
会
長
は
少
年
時
代
を
市
で
過
ご
し
た
縁

で
、
三
原
市
ふ
る
さ
と
大
使
に
就
任
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
下
水
道
整
備
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
２
４

�問い合わせ先

▲�締結式では市のご当地ボックスを披露しました

▲�（右から）初公開された小早川隆景の肖像画と賛、
家紋の入った兜

▲�色鮮やかな築城450事業
のマークがデザインされ
たマンホール蓋
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お知らせ拡大版

●
中
心
市
街
地
を
め
ぐ
る

　
課
題

　
中
心
市
街
地
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
機
能

が
集
ま
り
、「
ま
ち
の
顔
」と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
場
所
で
す
。
今
後
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
が
進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
中
、
電
車
や

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
で
ア
ク
セ
ス
し

や
す
く
、
医
療
や
福
祉
、
子
育
て
支
援
、
商

業
な
ど
の
生
活
に
必
要
な
施
設
が
集
ま
る
中

心
市
街
地
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
中
心
市
街
地
は
現
在
、
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
な
ど
で
人
口
が
増
加
し
て
い
る
一
方
、

歩
行
者・自
転
車
通
行
量
や
小
売
業
事
業
所

数
は
減
少
し
、
衰
退
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
、「
今
後
、
10
年
間
で
特
に
力
を
入
れ

る
べ
き
分
野
」に
中
心
市
街
地
活
性
化
が
最

も
多
く
挙
が
る
な
ど
、
多
く
の
市
民
が
こ
の

問
題
の
解
決
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
三
原
市
中
心
市
街
地

　
活
性
化
基
本
計
画

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
は
平
成
27
年
度
に
商

■現在の駅前東館跡地（三原駅前市民広場）

活
気
あ
る
中
心
市
街
地
づ
く
り
の
た
め
に

駅
前
東
館
跡
地
の
活
用
の
方
向
性
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問 

駅
前
市
有
地
活
用
担
当
室

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
０
９5000

10000

15000

20000

25000

休日平日

H26 （年）H22H12H７H２

～歩行者・自転車通行量の推移～
（人／日）

15,070 15,552 16,191

11,855
8,350

23,714 23,812 24,147

17,738
14,790

0
20000
40000
60000
80000
100000
120000

中心市街地市全域

H26 （年）H22H17H12
5.5
6.0
6.5
7.0
7.5
8.0

占有率

106,229

6.4% 6.6%

7.3%

～人口の推移～

7.7%
（人） （%）

6,834 6,886 7,534 7,623

104,196 100,509 98,879

人口は増加傾向歩行者と自転車の通行量は減少

　市では、平成22年から三原駅前市民広場とし
て暫定利用している駅前東館跡地の活用につい
て、①人が集まり、にぎわいにつながる場所をめ
ざす②民間活力による開発を促進し、中心市街地
の活性化を図ることをめざす、の２つを大きな方
針とし、市議会の駅前東館跡地活用調査特別委員
会と連携して約2年間検討してきました。
　このほど、「複合施設整備による中心市街地活
性化を図る」という方向性が特別委員会から報告
されましたので、これまで検討してきた内容をお
知らせします。

中
心
市
街
地
の
現
状

keieikikaku@
city.m

ihara.
hiroshim

a.jp
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問問い合わせ先

●基本的な考え方

●整備を検討している施設

◇民間施設
・生活利便施設
・健康増進施設
・教育・子育て
  関連施設

◇図書館
・カフェ
・おしゃれな
   空間
・機能強化

◇広場
・憩いの場
・にぎわいの場
・交流の場

◇駐車場
・駐輪場

■人が集まり、にぎわいにつながる場所をめざす
■民間活力による開発を促進し、中心市街地の活性化を図る
　ことをめざす

■駅前東館跡地の活用の方向性 工
会
議
所
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携
し

て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み
を
ま

と
め
た
三
原
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
を
策
定
し
、国
の
認
定
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、「
中
心
市
街
地
が
三
原
城
の
城

下
町
の
歴
史・文
化
と
調
和
す
る
と
と
も
に
、

集
客
や
に
ぎ
わ
い
、
交
流
な
ど
を
創
出
し
、

今
後
も
市
の
顔
と
し
て
の
中
心
的
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
を
め
ざ
す
」と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
駅
前
東
館
跡
地
は
ま
ち
の
元

気
さ
を
市
内
外
に
発
信
す
る「
に
ぎ
わ
い
交
流

拠
点
」と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

●
活
用
の
方
向
性

　
駅
前
東
館
跡
地
は
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ

な
が
る
民
間
施
設
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、

幅
広
い
世
代
に
利
用
さ
れ
る
図
書
館
と
広
場

を
合
わ
せ
て
整
備
し
、
官
民
連
携
に
よ
る
活

用
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
民
間
施
設
に
つ
い
て
は
、
商
業
施
設
な
ど

の
生
活
利
便
施
設
や
健
康
増
進
施
設
、教
育・

子
育
て
関
連
施
設
の
設
置
な
ど
、
事
業
者
か

ら
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
提
案

が
積
極
的
に
出
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

●
事
業
の
進
め
方

　
事
業
は
、市
が
所
有
す
る
土
地（
駅
前
東
館

跡
地
）を
売
却
せ
ず
、貸
し
付
け
る
方
法
で
進

め
ま
す
。
そ
の
た
め
、
事
業
期
間
が
満
了
し

た
後
に
は
、
そ
の
と
き
の
社
会
情
勢
に
合
っ

た
新
た
な
活
用
方
法
を
再
度
検
討
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
開
発
事
業
者
の
募
集
で
は
、
事
業
者
の
持

つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
十
分
に
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
民
間
施
設
だ
け
で
な
く
、
図
書
館

と
広
場
も
含
め
た
一
体
的
な
開
発
案
を
募
集

し
、
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
く
最
も
優
れ
た
も
の

を
選
定
し
ま
す
。

　
駅
前
東
館
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
こ

の
よ
う
な
方
向
性
を
実
現
す
る
た
め
、
今
後

も
引
き
続
き
市
議
会
と
連
携
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

意見を募集する計画　（仮称）駅前中央図書館基本計画
計 画の概要　駅前東館跡地に中央図書館を建設するに当たり、
整備の方向性やめざす姿、規模などをまとめたもので、今
後の設計の指針となる計画

計画の公表と意見の提出期限　23日（木）まで
計 画の公表場所　中央・本郷・久井・大和図書館、情報公開コー
ナー（市役所本庁３階）、各支所、市ホームページ
意 見を提出できる人　市内在住・在勤・在学の人、市内に事業
所がある個人・法人
意 見の提出方法　持参、郵送、ファクスまたはＥメールで意
見書（各公表場所、市ホームページに用意）を中央図書館（〒
723-0015円一町二丁目３番３号☎0848･62･3225 08 
48･62･1319 tosho@city.mihara.hiroshima.jp）、また
は各支所へ
※意見に対する個別の回答は行いません。提出された意見と
市の考え方をまとめ、市ホームページなどで公表します。

パブリックコメント（市民意見公募）
（仮称）駅前中央図書館基本計画（案）
への意見を募集します

　
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
中
央
図
書

館
を
駅
前
へ
新
設
移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、

老
朽
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
未
対
応
と
い

っ
た
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
面
積
も
現
在
の
1.5
倍
に
当
た
る
３

０
０
０
㎡
程
度
と
し
て
、
カ
フ
ェ
な
ど
を
併

設
し
、
雰
囲
気
が
良
く
過
ご
し
や
す
い
空
間

に
す
る
な
ど
、
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
図
書
館
を
あ
ま
り
利

用
し
な
か
っ
た
人
が
訪
れ
る
こ
と
も
期
待
で

き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
利
用
者
数

が
現
在
の
中
央
図
書
館
の
1.5
〜
２
倍
に
増
え

る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
広
場
に
つ
い
て
は
、
日
常
時
に
は
憩
い
の

空
間
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
に
ぎ
わ
い
の
空
間

と
し
、
利
用
す
る
人
た
ち
の
交
流
が
生
ま
れ

る
場
に
し
ま
す
。
５
０
０
㎡
程
度
の
広
さ
は

確
保
す
る
見
通
し
で
す
。

　
こ
う
し
た
民
間
施
設
と
公
共
施
設
の
複
合

施
設
の
集
客
効
果
を
周
辺
へ
も
波
及
さ
せ
、

中
心
市
街
地
全
体
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
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コ
ン
ビ
ニ
の
店
頭
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
キ
オ
ス
ク

端
末
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
各
種

証
明
書
を
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス（
コ
ン
ビ
ニ
交
付
）

が
全
国
で
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

必
要
で
す
。
カ
ー
ド
の
発
行
に
は
申
請
か
ら
１
カ
月

以
上
か
か
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
人
は
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
開
始
予
定
日　
３
月
６
日（
月
）

と
こ
ろ　
県
立
広
島
大
学
三
原
キ
ャ
ン
パ
ス

定
員　
50
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申�

し
込
み　
開
講
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
経
営
企
画
課（
☎
０
８
４
８・67・６
２
７
０

 

０
８
４
８・

64・７
１
０
１

 keieikikaku@
city.m

ihara.hiroshim
a.

jp

）へ

※
３
回
連
続
の
受
講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の“
自
分
名
刺
”を
デ
ザ
イ
ン
す

る
こ
と
で
、「
や
り
た
い
こ
と
」「
や
れ
そ
う
な

こ
と
」が
見
え
て
き
ま
す
。

　
全
国
各
地
で
起
き
て
い
る
実
例
を
ヒ
ン
ト

に
、
自
分
に
合
っ
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
過

ご
し
方
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
５
日（
日
）10
時
～
12
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

講�

師　
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
松

本 

す
み
子
さ
ん

定
員　
60
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申�
し
込
み　
３
日（
金
）ま
で
に
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
経
営
企
画
課

（
☎
０
８
４
８・67・６
２
７
０

 

０
８
４

８・
64・
７
１
０
１

 keieikikaku@
city.m

ihara.hiroshim
a.jp

）へ

※
市
役
所
本
庁
１
階
の
証
明
書
自
動
交
付
機
は

３
月
末
に
廃
止
し
ま
す
。

マイナンバーで、もっと便利に暮らしやすく
３月からコンビニで証明書が取得できるようになります

“
元
気
生
活
”発
見
！

シ
リ
ー
ズ
講
座

生
涯
活
躍
特
別
企
画
セ
ミ
ナ
ー
＆
講
座

欲
張
り
な
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
応
援
セ
ミ
ナ
ー

〜
生
き
が
い
も
収
入
も
得
ら
れ

　
　
　
　
周
り
も
自
分
も
幸
せ
に
〜

取得できる証明書の種類と手数料など
種　類 利用時間 手数料※1

住民票の写し

毎日6：30～23：00
※年末年始を除く。 200円

住民票記載事項証明書
印鑑登録証明書
課税台帳記載事項証明書（所
得証明書）
戸籍証明書（全部事項証明書、
個人事項証明書）※2 月～金曜日9：00～17：00

450円

戸籍の附票の写し 200円

※1　手数料は窓口で交付する場合と同額です。
※2　三原市以外に住民登録している人は、登録申請が必要です。

テーマ 内容 と　き 講師

①

老後をいき
いきと暮ら
す知恵と心
がまえ

・健康って何だ？　
・私の元気の源は？　
・�自分らしさを生かし
た「元気生活」設計

２月23日（木）　
13:00～16:00

人間科学研究所
所長　志賀誠治

②

安心した老
後を送るた
めに

・昨今の相続事情
・�これからの相続税対
策
※エンディングノー
トを配布。

３月２日（木）　
13:00～16:00

（株）広島銀行個人
営業部担当部長　
近清裕司

③

「元気生活」
事始め

・�ストレスとの上手な
つき合い方　
・�ロコモ予防で元気な
身体づくり
・�自分らしさを発揮す
る生き方

３月９日（木）　
13:00～16:00

県立広島大学
保健福祉学部
教授　中谷 隆　
准教授　水馬朋子
講師　沖西 紀代子
助手　場垣内 優子

※駐車台数に限りがあります。できるだけ公共交通機関を利用してください。

受
講
料
無
料

受
講
料
無
料▲�松本 すみ子さん

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

問
市
民
課　
☎
０
８
４
８・67・６
０
４
７
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�問い合わせ先

物�件所在地　本郷東本通土地区画整理事
業区域内（本郷南３・４丁目）

申�し込み先　都市開発課（円一町庁舎３
階☎0848・67・6116）

※詳しい資料と申込書類は都市開発課・
市ホームページに用意しています。
※先着順での販売になります。

　
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
平
成
26
年
４
月
に
実
施
し
た
消
費
税
率
引

上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、所
得
の
少
な
い
人
に
対
し
て
、

制
度
的
な
対
応
を
行
う
ま
で
の
間
、暫
定
的・臨
時
的
な
措
置
と
し
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。

対�

象　
平
成
28
年
度
分
市
町
村
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
人

※
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
、

支
給
決
定
ま
で
に
死
亡
し
た
人
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

と　き　23日（木）13時30分～
と�ころ　本郷生涯学習センター
　多目的ホール
出�席人数　１陣営２人まで（立候補予定者または代理人）
※当日、届出書類を配布します。

　次の日程で、市議会定例会の開催が予定されています。
　市議会は公開しています。傍聴は会議当日、議事堂で受け付け
ます。
※議事堂は新庁舎建設に伴い、ゆめきゃりあセンター（館町二丁
目）に一時移転しています。
定　員　本会議　45人
　　　　各委員会　５人程度
※定員を超えた場合、入場できないことがあります。

※
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
２
月
末
日
ま
で
に
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。

申
請
期
間　
3
月
1
日（
水
）～
8
月
31
日（
木
）

支
給
額　
１
５
，０
０
０
円（
支
給
は
１
回
）

申
請
方
法　
郵
送
に
よ
る
申
請

※
給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の
不
正
取
得

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
や
国
の
職
員
を
か
た
る
電
話
が
あ
っ
た
り
、
郵
便
が
届
い
た
り

し
た
場
合
は
、最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話（
＃
９

１
１
０
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

本郷東本通区画整理事業
市有地を
販売しています

３
月
か
ら

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

市長・市議会議員選挙
立候補予定者説明会

市議会定例会の日程（予定）
●販売箇所一覧
№ 面　　　積 価格（円）
10 約368㎡（約112坪） 13,564,000
15 約226㎡（約68坪） 9,529,000
22 約831㎡（約252坪） 43,126,000
26 約192㎡（約58坪） 8,697,000
29 約192㎡（約58坪） 8,696,000
30 約192㎡（約58坪） 8,697,000
33 約197㎡（約60坪） 8,667,000
34 約197㎡（約60坪） 8,667,000
35 約197㎡（約60坪） 8,667,000
36 約197㎡（約60坪） 8,667,000
37 約197㎡（約60坪） 8,666,000
38 約197㎡（約60坪） 8,494,000
40 約200㎡（約61坪） 9,064,000
42 約402㎡（約122坪） 22,093,000
※販売価格の10％以上の契約保証金が必要で
す。
※用途地域は第１種住居地域・第２種低層住居
専用地域。

問
議
会
事
務
局

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
３
８

問
社
会
福
祉
課（
15
日
か
ら
は
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
８
４
８・36・５
５
５
４

と　　　き 内　　　容
２月27日（月） 10時～ 本会議：開会
２月28日（火）

常任委員会３月１日（水） 13時～
２日（木）

10時～

３日（金） 補正予算特別委員会
７日（火）・
８日（水） 本会議：総括質問
９日（木）・
10日（金） 予算特別委員会13日（月）・
14日（火）
16日（木） 14時～ 本会議：閉会

問選挙管理委員会事務局　☎0848・67・6140

本  郷  生  涯
学習センター

本郷支所

沼田川

本郷小

至
高坂町

至船木
広島空港

本郷駅

2

33

55
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市
県
民
税
の
申
告

 

所
得
税
の
確
定
申
告

市
県
民
税
申
告・確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

　
申
告
を
忘
れ
る
と
、
各
種
証
明
書
な
ど
の
発
行
や
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
告
会
場
は
午
前
中
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
比
較
的
空
い
て
い
る
午
後
の
来
場
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
市
県
民
税
は
、
平
成
28
年

中
の
所
得
金
額
や
控
除
額
に
基
づ
き
、
平
成

29
年
６
月
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

申�

告
が
必
要
な
人　
平
成
29
年
１
月
１
日
現

在
、
市
内
に
住
民
登
録
し
、
平
成
28
年
中

の
状
況
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
所
得
税
の
確
定
申
告
会
場
を
開
設

と�

き　

２
月
16
日（
木
）～
３
月
15
日（
水
）

（
土・日
曜
日
を
除
く
）９
時
～
16
時

と
こ
ろ　
三
原
税
務
署（
宮
沖
二
丁
目
）

※
還
付
申
告
は
２
月
15
日（
水
）以
前
で
も
行

え
ま
す
。

①�

事
業
所
得（
営
業・
農
業
な
ど
）や
不
動
産

所
得
が
あ
っ
た
人

②�

保
険
の
一
時
金
、
配
当
所
得
、
個
人
年
金

な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

③�

給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い

人
④�
複
数
の
給
与
所
得
や
給
与
所
得
以
外
の
所

得
が
あ
っ
た
人

⑤�

給
与・
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載

さ
れ
た
控
除
内
容
に
追
加
や
変
更
が
あ
る

人

⑥�

医
療
費
控
除
、
雑
損
控
除
、
寄
付
金
控
除

な
ど
を
受
け
た
い
人

※
⑤
や
⑥
の
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

県
民
税
が
減
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申�

告
に
必
要
な
物　
印
鑑
、
源
泉
徴
収
票
、

番
号・身
元
確
認
書
類
、
社
会
保
険
料・国

民
年
金
等
の
支
払
証
明
書
、
生
命
保
険
や

地
震
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書
、
医
療

費
の
領
収
書
、収
入・必
要
経
費
が
分
か
る

書
類（
事
業・不
動
産
所
得
者
）な
ど

●�

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
告
書
作

成
が
便
利
で
簡
単

・24
時
間
利
用
で
き
ま
す

・税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
ま
す

・�作
成
し
た
確
定
申
告
書
な
ど
は
印
刷
し
、郵

送
な
ど
で
提
出
で
き
ま
す

問�

い
合
わ
せ
先　
三
原
税
務
署（
☎
０
８
４

８・62・３
１
３
１
）

  

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
場
合
、

  

市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　所得税・市県民税の申告には、番号確認書類と身元
確認書類の提示、またはその写しの添付が必要です。

　健康診査や予防接種などを受けて
いる人が、平成29年１月～平成33
年12月末までにスイッチＯＴＣ医
薬品（医療薬を市販薬に転用したも
の）の購入に年１万２千円を超えて
支払った場合、その購入費用（年間
10万円を限度）のうち１万２千円を
超える額を所得控除（年間８万８千
円を限度）する特例が創設されまし
た。
　この特例を受ける場合には、確定
申告または市県民税の申告が必要で
す。現行の医療費控除との併用はで
きません。
　対象の医薬品には、外箱またはレ
シートに税制対象である旨が記載さ
れています。

番号確認書類 身元確認書類
個人番号カード、通知カー
ド、個人番号が記載された
住民票

運転免許証、パスポート、
健康保険証など

 

２
月
16
日（
木
）～
３
月
15
日（
水
）

 申告にはマイナンバー（個人番号）が
 必要です

 医療費控除の特例が創設
　平成30年２月の申告から

問
市
民
税
課　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
１
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�問い合わせ先

三原会場　（９時〜16時）
と　　き 対　象　地　域 と　こ　ろ

２　
月

16日（木） 旭町、古浜、東町、館町

サン・シープラザ
３階

※できるだけ公
共交通機関、ま
たはペアシティ
西館5階駐車場
（1時間無料）を
利用してくださ
い。

※港町パーキン
グ、JR三原駅新
幹線口駐車場
（駅西側高架下）
を利用の人には、
1時間無料券を
配布します。

17日（金） 城町、本町、港町

20日（月） 西町、宮沖

21日（火） 宮浦

22日（水） 円一町、糸崎、糸崎南

23日（木） 木原、駒ケ原町、西宮、中之町南

24日（金） 中之町一丁目～中之町三丁目

27日（月） 中之町四丁目～中之町九丁目

28日（火） 頼兼、西野、貝野町

３　
月

1日（水） 田野浦、明神

2日（木） 青葉台、宗郷、登町、沖浦町

3日（金） 皆実、和田

6日（月） 須波、須波西、須波ハイツ

7日（火） 深町、小坂町

8日（水） 長谷、沼田、新倉、八幡町

9日（木） 沼田東町（七宝・本市・納所・末広）

10日（金） 沼田東町（片島・釜山・末光・両名）

13日（月） 小泉町、沼田西町

14日（火） 幸崎能地

15日（水） 高坂町、鷺浦町、幸崎久和喜、幸
崎渡瀬

本郷会場　（９時〜16時）
と　　き 対　象　地　域 と　こ　ろ

２
月

16日（木） 蟇沼上、蟇沼下、松原東、松原西

本郷支所別館

17日（金） 三田上、三田下、広井、福礼、杉
臼、見川、安宗

20日（月） 常円寺、楽音寺、小舟木上、小舟
木下、才崎

21日（火） 尾原上、尾原中、尾原下、日名内
上、日名内下

22日（水） 花園、免開、郷原、下畑駒原、亀
津、川西上、川西下、金売

23日（木）
上中筋上、上中筋下、下中筋上、
下中筋下、兼広、中之谷、雇用促
進住宅

24日（金） 堂谷、鷺谷、養老、清兼、清井、
佐用

27日（月） 片側東、片側西、菅、平坂東、平
坂西、姥ケ原、芋堀

28日（火） 上谷、本谷、畑、正広ケ丘

３
月

1日（水） 後谷、錦泉、中筋、今井谷、門出
谷、入野地、日山地

2日（木） 原市、茅ノ市、宮地川、上組、下
組、なしわ促進住宅、梅菅園

3日（金） 一丁目～六丁目、三次通、駅前、
大正通

6日（月） ふもと、宮迫、片山、上片山、下
片山、塔ノ岡、城山

7日（火） 中岡、南中岡、東下岡、西下岡、
河崎、河崎住宅、東河崎、西河崎

8日（水） 江良、余井、木々津、三百、粒
良、砂原、後粒良

9日（木） 一丁畑、東本通第１～第８、木々
津沖

10日（金）・
本郷地域全域13日（月）

〜

15日（水）

市県民税の申告会場と日程

久井会場  （９時〜16時）
と　　き 対　象　地　域 と　こ　ろ

２　
月

16日（木） 莇原・吉田

久井就業構造　
改善センター
２階

17日（金） 江木
20日（月） 下津
21日（火） 泉
22日（水） 和草
23日（木） 羽倉（32～42組）
24日（金） 羽倉（43組～）
27日（月） 坂井原（１～９組）
28日（火） 坂井原（10組～）

３　
月

1日（水） 山中野
2日（木） 小林、土取
3日（金）・

久井地域全域

6日（月）

〜

10日（金）・
13日（月）

〜

15日（水）

大和会場　（９時〜16時）
と　　き 対　象　地　域 と　こ　ろ

２　
月

16日（木） 下福田、行広

大和支所
２階大会議室

17日（金） 下中、細
20日（月） 河頭、広石
21日（火） 上中、安国寺、多田
22日（水） 平坂、姥ヶ原
23日（木） 横郷、東側、王子原、箱川
24日（金） 仲沖、和木原、郷ノ原、和木団地
27日（月） 椋梨上区
28日（火） 椋梨３区、黒谷

３　
月

1日（水） 草井１区、草井２区
2日（木） 大具、蔵宗、椋梨４区
3日（金） 大原、上市、中市、沖市、下市
6日（月） 前原、後側、三育
7日（火） 深見、末貞、安田
8日（水） 萩原３～５区
9日（木） 福田、萩原１区
10日（金） 萩原２区、篠上、篠下
13日（月） 前兼、信影、津久
14日（火） 秋郷、光永、後谷
15日（水） 大和地域全域
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募集しています

問スポーツ振興課　☎0848・64・7219

スポーツ教室の受講生を募集
申�し込み　３月６日（月）（必着）までに、往復はがき
（１枚１教室）に記入例のとおり記入し、スポーツ
振興課へ

※受講料のほか、保険料が別途必要です。
※用具などの購入が必要な場合があります。
※申し込み多数の場合は抽選します。
※申し込み状況により開講しない場合があります。
※日時や会場などを変更する場合があります。

教室
番号 教　　室　　名 開 講 日 曜日 時　　間 対　　象

（４月からの新学年・年齢） 定員 受講料
（半期分） ところ

1

水　泳

小学１・２年生 4/13 木 15:40〜16:30 小学１・２年生 30人

8,000円

リージョンプラザ

2 小学３〜６年生 4/13 木 16:30〜17:20 小学３〜６年生 60人

3 小学１・２年生 4/14 金 16:30〜17:20
小学１・２年生 各30人

4 小学１・２年生 4/8 土 15:40〜16:30

5 小学３〜６年生 4/8 土 16:30〜17:20 小学３〜６年生 60人

6 モーニング１ 4/10 月 10:00〜11:15

成　人

各40人

9,500円

7 モーニング２ 4/14 金 10:00〜11:15

8 ナイト 4/12 水 18:45〜20:00 30人

9 水中エクササイズ 4/12 水 10:00〜11:15

各40人10 のんびり１ 4/10 月 12:00〜13:15

11 のんびり２ 4/13 木 11:45〜13:00

12 ひまわり 4/12 水 16:30〜17:20
障害者手帳を持って
いる幼児以上と介助
者

20組

7,500円
13 幼　　児 4/10 月

15:40〜16:30
平成23年4月2日〜平
成24年4月1日生まれ
の子

各30人
14 幼　　児 4/14 金

15 親　　子 4/12 水 12:40〜13:30
平成24年4月2日〜平
成26年4月1日生まれ
の子と親

20組 8,000円

16 卓球（硬式
＆ラージ）

モーニング 4/11 火   9:15〜11:30
成　人

35人
7,000円

17 アフタヌーン 4/14 金 13:15〜15:30 30人

 ４月開講  初心者対象

往信

往信（表） 返信（裏） 返信（表） 往信（裏）

返信
三
原
市
城
町
一
丁
目
２
番
１
号

三
原
市
教
育
委
員
会

  

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
行

応
募
者
の
住
所

応
募
者
の
名
前  

様

7 2 3 0 0 1 4 ①教室番号・教室
　名・曜日
②名前（ふりがな）
③性別・生年月日
④郵便番号・住所
⑤電話番号
⑥緊急連絡先
⑦保護者の名前
⑧通勤・通学先
  （市外在住で市内に通
　 勤・通学している人）

※　　  の部分を記入してください。 ※１枚につき１教室。
※硬式テニスは往信（表）の宛て先を、NPO法人ポラーノ（〒
723-0143沼田東町釜山253番地１）行にしてください。

52 52

記入例



15 広報みはら 平成 29 年 2 月号

�問い合わせ先

教室
番号 教　　室　　名 開 講 日 曜日 時　　間 対　　象

（４月からの新学年・年齢） 定員 受講料
（半期分） ところ

18 卓球（硬式
＆ラージ） ナイト 4/12 水 18:30〜20:45 小学生以上 60人

小・中学生
5,500円

リージョンプラザ

高校生以上
7,500円

19
バドミント
ン

キッズ 4/10 月 17:30〜19：00 小学１〜３年生 25人
5,500円

20 ジュニア 4/11 火 17:30〜19:30 小学４年〜高校３年生
各30人

21 ナイト 4/12 水 18:30〜20:30 高校生以上 8,000円

22
ビーチボー
ルバレー

モーニング 4/14 金   9:30〜11:45

成　人 各40人 5,500円23 アフタヌーン 4/10 月 13:15〜15:30

24 ナイト 4/14 金 19:30〜21:15

25

 体　操

シェイプアップ３Ｂ１ 4/12 水 10:00〜11:30
成　人（女性）

50人
6,000円

26 シェイプアップ３Ｂ２ 4/13 木 19:00〜20:30 30人

27 新体操 4/14 金 18:00〜19:30 小学１〜６年生 35人 4,500円

28 親子３Ｂ 4/11 火 10:00〜11:30 親　子 40組 6,000円

29 ３Ｂジュニア 4/12 水 17:00〜18:30 幼児〜小学６年生 30人 4,500円

30 健康づくり３Ｂ
4/10 月

13:30〜15:00 ６０歳以上 70人 4,000円

31 男性のストレッチ３Ｂ 15:30〜17:00 成　人（男性） 30人 6,000円

32 ソフトバレーボール・ナイト 4/8 土 19:00〜21:00 高校生以上 30人 6,000円

33
弓　道

モーニング
4/13 木

10:00〜12:00 成　人
各20人 7,000円

34 ナイト 18:30〜20:30 高校生以上

35
太極拳

モーニング１ 4/10 月 10:00〜12:00
成　人

50人
5,500円

リージョンプラザ

36 モーニング２ 4/12 水   9:30〜11:00 30人 本郷公民館

37

ヨーガ

モーニング１
4/13 木

  9:30〜11:00

成　人 各40人 5,500円
リージョンプラザ

38 モーニング２ 11:15〜12:45

39 アフタヌーン 4/14 金 13:30〜15:00

40  マタニティスイミング １年中
（4/13〜） 木 10:00〜11:00 ５〜９カ月の妊婦 20人 月額上限

3,500円

民
間
主
催
※
１

硬式テニス

モーニング１ 4/4 火 10:00〜12:00

成　人
各38人 8,100円

（保険料込） やまみ三原運動
公園

モーニング２
4/6 木

10:00〜12:00

ナイト 18:45〜20:45 45人 8,600円
（保険料込）

ゴルフ ※２　　 西野ゴルフ練習場

※１　硬式テニスとゴルフは民間主催です。硬式テニスの問い合わせはNPO法人ポラーノ（☎0848・66・3900）
へ。
※２　ゴルフの問い合わせ、申し込みは西野ゴルフ（☎0848・64・3988）へ。
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イベント情報

入�場料　1,800（1,500）円、大学生
1,500（1,300）円、３歳～高校生
1,000（800）円、60歳以上1,100
円、どちらかが50歳以上の夫婦２
人で2,200円

※（　）内は割引券利用の料金。
※年齢などを証明できる物を提示し
てください。

割�引券設置場所　リージョンプラザ、ポポロ、中央図
書館、中央公民館、各文化センター、うきしろロビー、
フジグラン三原 ほか

ところ　みはら歴史館（ペアシティ三原西館１階）
定　員　30人（先着順）

と�ころ　うきしろロビー（ＪＲ三原駅
構内）
定　員　50人（先着順）

●水軍焼ランチの提供
　レストラン「キッチン・ルマーダ」で熊谷喜八さん監修
による神明鶏を使った水軍焼き特別ランチを提供しま
す。
価　格　1,200円（１日10食限定）
●ダルマ印�たまごボーロの販売
　パン工房「小麦本舗」で人気メニュー「たまごボーロ」
にダルマ印を入れて販売します。
価　格　270円（３個入り）
�道の駅 みはら神明の里（☎0848・63・8585）

　レストランで限定ハート型ピザな
どを提供。特産品売り場では、地元の手作りチョコレー
トとヨーロッパ各国のチョコレート菓子を販売します。
�道の駅 よがんす白竜（☎0847・35・3022）

参加費　600円

22日（水）①10時30分～②14時～③18時30分～ ①３日（金）～５日（日）10時～16時

11日（土）・12日（日）

14日（火）まで

②10日（金）～12日（日）10時～15時

オケ老人 特別劇場

映画のつどい 三原だるま面相描き体験

道の駅�みはら神明の里

道の駅�よがんす白竜
よがんすバレンタイン

� リージョンプラザ（☎0848・64・7555）

� 三原観光協会（☎0848・67・5877）

18日（土）15時～23時
ところ　集合：隆景広場（JR三原駅西口）
内�　容　国の天然記念物「久井の岩海」、御福木を裸衆が

激しく奪い合う久井稲生神社の奇祭「はだか祭り」を巡
るバスツアー
参�加費　3,500円
（夕食・夜食・保険
料込み）
申�し込み先　三原観

光協会（☎0848・
67・5877）

内　容　市内業者が生産・加工した農水産物の販売

３月26日（日）11時～15時
ところ　集合：幸崎久和喜一丁目
内�　容　竜王みはらしラインの開通を記念した往復約

10kmのウオーキング
定　員　500人（申し込み先着順）
※小学生以下は保護者同伴。
申�し込み　２月28日（火）（消印有効）までに、往復はが

きまたはＥメールで①名前②住所③電話番号④参加
人数を農林整備課（〒
723-8601港町三丁
目５番１号☎0848・
67・6185 norinsei
bi@city.mihara.hiro
shima.jp）へ

三原駅前市民広場のイベント

�商工会議所（☎0848・62・6155）

18日（土）８時～11時　軽トラ朝市

４日（土）・５日（日）９時～、10日（金）～12日（日）９時～
骨
こっとう
董市＆フリーマーケット

▲�竜王山からの眺め

久井はだか祭バスツアー

竜王みはらしライン
開通記念ウオーキング

リージョンプラザ 神明市協賛イベント

参加費無料
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25日（土）・26日（日）10時～16時
ところ　本町・城町・港町一帯
内�　容　手作りの石のおひ

なさまの展示、スタンプ
ラリー、紙粘土のおひな
さま作り など

※２月20日（月）～３月12
日（日）は各施設でひな人形
を展示。
��雛飾りでお出迎え実行委

員会（うきしろロビー内☎
0848・67・5877）

　石に色を塗ったり紙を貼ったりして、ひな人形を作り
ます。完成したひな人形は「おひなまつり」で展示し、後
日返却します。
と�　き　19日（日）10時～12時
と�ころ　浮城茶屋（ペアシティ三

原西館１階みはら歴史館前）
定　員　20人（申し込み先着順）
��ＮＰＯ法人ちゃんくす（☎08 

48・36・6525）

25日（土）15時～

19日（日）14時～

音楽との出会いⅡ　
室内楽の愉

たの
しみ　

～作曲家・ピアニスト 新垣 隆とともに～

レッツ・ホワイエ　
もうすぐ春が…

●石のひな人形作り

　作曲家・ピアニストとして活躍中の新垣 隆が室内楽の
魅力を案内します。
出�　演　新垣 隆（ピアノ・解説）、西尾郁子（クラリネッ

ト）、浜野考史（バイオリン）
予�定曲　ドビュッシー／小組曲より「小舟にて」、ラベル

／ツィガーヌ ほか
入場料　4,000円、70歳以上3,000円
販売場所　ポポロ、ポポロオンライン ほか

　木製リコーダーによるアンサンブルの温かい音色をお
楽しみください。
ところ　ホワイエ
出　�演　リチェルカーレ
（岡田典子、原田和美、
坂東栄子、柳井恵子）
予�定曲　バッハ／フー

ガの技法 第９番、ビ
バルディ／アレグロ 
ほか

２月28日（火）～３月２日（木）９時～20時
※３月２日は15時まで。

ところ　市民ギャラリー（ペアシティ三原西館２階）
内�　容　広島県主催による障害のある人の芸術展の入賞

作品を展示
��社会福祉課（☎0848・67・6060
　�‌ 0848・64・2130） 

●ポポロ文化ボランティア養成講座
　芸術文化に関わるボランティア養成講座の受講生を
募集します。公演制作の基礎知識や、音楽ジャーナリ
ストやアートディレクターを講師に迎えての講座、公
演でのレセプショニスト実地研修も予定しています。
期　間　４月～来年３月（全10回）
受講料　無料
定　員　50人（申し込み先着順）
申し込み　申込書（ポポロに用意）をポポロへ

▲�リチェルカーレ

▲�新垣 隆 ▲�西尾郁子 ▲�浜野考史

入場料無料

芸術文化センター ポポロ

あいサポートアート展
巡回展示会

第４回みはら彩るまち歩き　
おひなまつり 全席指定

入場券販売中

受講生募集

�芸術文化センター ポポロ（☎0848･81･0886）

©Imamura Takuma ©Shigeto Imura

入場料無料

▶ �サーカス ▶�金仮面の僧侶
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住
宅
用
火
災
警
報
器
に
ほ
こ
り
が

付
く
と
煙
を
感
知
し
に
く
く
な
り
ま

す
。
定
期
的
に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
０
８
４
８・64・５
９
２
７
）

　
政
府
は
北
方
領
土（
歯
舞
群
島・
色

丹
島・
国
後
島・
択
捉
島
）の
返
還
要
求

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
北
方
領
土
問

題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
広
報
課（
☎

０
８
４
８・67・６
１
７
６
）

　
軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
、

軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課

税
さ
れ
ま
す
。廃
車
な
ど
の
届
け
出
は

3
月
末
ま
で
に
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
税
課（
☎
０

８
４
８・67・６
０
３
０
）

　
宝
く
じ
の
収
益
金
を
財
源
と
し
、（
一

財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
本
町
連
合
町
内
会
自

主
防
災
委
員
会
に
総
額
２
０
０
万
円

分
の
防
災
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　
危
機
管
理
課（
☎

０
８
４
８・67・６
１
６
５
）

と
き　
3
月
4
日（
土
）13
時
～
16
時

と
こ
ろ　
三
原
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

演
題　
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性

講
師　
大
分
大
学

工
学
部
助
教　

姫
野
由
香
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先　
み
は
ら
ま
ち
づ
く

り
兎と

っ
兎と（
☎
０
８
４
８・
63・
５

５
７
５
）

　
耕
作
が
目
的
の
農
地
の
貸
し
借
り

に
は
利
用
権
の
設
定
が
必
要
で
す
。

新
た
に
貸
し
借
り
を
す
る
人
、
更
新

す
る
人
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
28
日（
火
）ま
で

申
請
方
法　
申
請
書（
提
出
先
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
）を
農
林

水
産
課（
☎
０
８
４
８・
67・
６
０

７
７
）ま
た
は
各
支
所
へ

と
き　
3
月
11
日（
土
）①
11
時
～
14

時
②
15
時
～
18
時

と
こ
ろ　
三
原
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

対
象　
①
34
～
47
歳
②
25
～
36
歳
の

独
身
男
女

※
男
性
は
市
内
在
住・在
勤
に
限
る
。

定
員　
各
30
人（
男
女
15
人
ず
つ
）

参
加
費　
３
，０
０
０
円

申
し
込
み　
3
月
1
日（
水
）ま
で

に
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

cheer-s.com
/170311

）か
ら

問
い
合
わ
せ
先　

み
は
ら
de
婚
活

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会（
チ

ア
ー
ズ
内
☎
０
８
６・４
８
４・０

０
２
０
）

①
み
そ
作
り

と
き　
23
日（
木
）13
時
～
16
時

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

定
員　
10
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
１
，２
０
０
円

②
包
丁
を
使
わ
な
い
料
理
教
室

と
き　
3
月
5
日（
日
）9
時
30
分
～
13
時

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

定
員　
20
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

③
リ
サ
イ
ク
ル
を
学
ぶ
バ
ス
ツ
ア
ー

と
き　
3
月
7
日（
火
）７
時
15
分
～
12
時

※
申
込
期
限
は
２
月
20
日（
月
）ま
で
。

と
こ
ろ　
集
合：リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

内
容　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
津
山
市
）

で
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
学
ぶ

定
員　
15
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
１
，０
０
０
円（
昼
食
代
込
み
）

申
し
込
み
先　
①
②
か
ん
き
ょ
う
会

議
浮
城 

村
上
さ
ん（
☎
０
７
０・３

９
６
８・３
５
６
４
）③
生
活
環
境

課（
☎
０
８
４
８・67・６
１
９
４
）

と
き　
15
日（
水
）13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　
城
町
庁
舎
２
階 

大
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先　
観
光
課（
☎
０
８

４
８・67・６
０
１
４
）

と
き　
2
月
24
日（
金
）～
3
月
1
日

（
水
）10
時
～
18
時

と
こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

内
容　
絵
画・書・写
真
な
ど
の
展
示

●
出
品
作
品
の
応
募
受
付

と
き　
2
月
20
日（
月
）10
時
～
17
時

※
詳
し
く
は
募
集
要
項（
文
化
課
な

ど
に
用
意
）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
課（
☎
０
８

４
８・64・９
２
３
４
）

掲示板
生活情報

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日

「
四し

ま島
の
未
来 

心
か
よ
わ
せ 

返
還
へ
」

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
♡　

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

第
51
回
三
原
市
文
化
協
会

美
術
展
覧
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
が
完
了

火
災
警
報
器
の
適
正
管
理
を

み
な
と
オ
ア
シ
ス
講
演
会

農
地
の
利
用
権
設
定
を

軽
自
動
車
の
廃
車・変
更
届
を
忘
れ
ず
に

エ
コ
イ
ベ
ン
ト

観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
公
開
選
考
会

催
　
し
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と
き　
2
月
28
日（
火
）～
3
月
5
日

（
日
）9
時
～
18
時

と
こ
ろ　
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容　
人
権
が
テ
ー
マ
の
作
品
の
展
示

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
推
進
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
４
４
）

と
き　
25
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
市
民
福
祉
会
館
5
階

●
講
演　
優
勝
請
負
人
か
ら
学
ぶ 

〜
カ
ー
プ
連
覇
へ
の
道
〜

講
師　
Ｒ
Ｃ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　
坂

上
俊
次
さ
ん

●
落
語・活
動
報
告

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課（
☎

０
８
４
８・64・２
１
３
７
）

●
第
22
回
沼
田
東
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り

と
き　
19
日（
日
）9
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ・
問
い
合
わ
せ
先　
沼
田
東

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
☎
０

８
４
８・66・３
１
７
９
）

●
幸
崎
町
文
化
祭

と
き　
19
日（
日
）9
時
～
15
時

と
こ
ろ・
問
い
合
わ
せ
先　
幸
崎
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８

４
８・69・０
０
０
１
）

●
三
原
市
生
涯
学
習
発
表
会

と
き　
25
日（
土
）9
時
～
17
時
、
26

日（
日
）9
時
～
16
時

と
こ
ろ　
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課（
☎

０
８
４
８・64・２
１
３
７
）

と
き　
2
日
を
除
く
月・
木
曜
日
13

時
～
16
時
、
4・
11
日
を
除
く
土

曜
日
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
三
原
だ
る
ま
工
房

内
容　
土
台
作
り
、 

面
相
描
き

参
加
費　
６
０
０
円

申
し
込
み
先　
三
原
観
光
協
会（
☎

０
８
４
８・67・５
８
７
７
）

●
中
学
校
生
徒
美
術
展

と
き　
11
日（
土
）～
13
日（
月
）10
時

～
18
時（
13
日
は
15
時
ま
で
）

●
三
原
や
っ
さ
踊
り
振
興
協
議
会

　
公
開
練
習

と
き　
14
日（
火
）18
時
30
分
～

●
広
島
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　

尾
三
地
区
展

と
き　
15
日（
水
）～
19
日（
日
）９
時

～
18
時（
15
日
は
16
時
か
ら
、
19

日
は
15
時
ま
で
）

●
日
書
三
原
展

と
き　
23
日（
木
）～
26
日（
日
）10
時

～
17
時

●
直
美
の
部
屋
コ
ン
サ
ー
ト 

〜
ハ
ー
モ
ニ
カ
〜

と
き　
24
日（
金
）14
時
～

●
日
本
水
彩
広
島
備
後
支
部
作
品
展

と
き　
3
月
1
日（
水
）～
3
月
6
日

（
月
）10
時
～
17
時（
1
日
は
13
時

か
ら
、
6
日
は
15
時
30
分
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
課（
☎
０
８

４
８・64・９
２
３
４
）

と
き　
第
２・４
土
曜
日
10
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ　
集
合：う
き
し
ろ
ロ
ビ
ー

内
容　
天
主
台
跡
、船
入
櫓
な
ど
を
巡
る

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
観
光
協
会

（
☎
０
８
４
８・67・５
８
７
７
）

対
象　
市
内
在
住
の
18
～
44
歳
で
、

心
身
と
も
に
健
康
な
人

業
務
内
容　
火
災
予
防
、消
火
活
動
、

救
急・救
助
活
動
な
ど

申
し
込
み
先　
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
０
８
４
８・64・５
９
２
４
）

設
置
期
間　
平
成
29
～
31
年
度

設
置
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
、水
道

部
庁
舎
、
ゆ
め
き
ゃ
り
あ
セ
ン

タ
ー
、
本
郷
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
管
財
課（
☎
０
８

４
８・67・６
０
１
２
）

青
少
年
育
成 

三
原
市
民
運
動
推
進
大
会

地
域
の
生
涯
学
習
発
表
会

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
し

三
原
だ
る
ま
を
作
ろ
う

城
下
町
を
歩
こ
う

募
　
集

小
学
生
の
人
権
書
道
作
品
展

と�　き　①12日（日）10時～16時②18日
（土）・19日（日）10時～16時

と�ころ　①大和文化センター②フジグラ
ン三原

内�　容　①農業所得者・年金受給者・給与
所得者の確定申告相談②年金受給者・
給与所得者の確定申告相談、所得税・
贈与税・相続税などの相談

用�意する物　印鑑、確定申告書、源泉徴収
票、健康保険料などの支払証明書、生命
保険料などの控除証明書、医療費の領
収書、集計表、前年度の確定申告書の
控え、本人や扶養家族などのマイナン
バーカードまたは通知カードの写し

問�い合わせ先　中国税理士会三原支部  
弓場さん（☎0848・63・3246）

税の無料相談会

消
防
団
員

飲
料
の
自
動
販
売
機
の
設
置
業
者
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放
送
局　
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

募
集
内
容　
市
内
の
風
景
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド

申
し
込
み　
27
日（
月
）ま
で
に
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で｢

こ
こ
ろ
旅｣
係（
〒

150-‌

8001
☎
０
５
７
０・
０
６
６・
０
６

６
���
０
３・３
４
６
５・１
３
２
７
）へ

脳
を
み
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムin

三
原

と
き　
18
日（
土
）13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

テ
ー
マ　
人
工
知
能
と
ヒ
ト
の
脳

申
し
込
み　
16
日（
木
）ま
で
に
、郵

送
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

①
名
前（
ふ
り
が
な
）②
年
齢
③
職

業
④
電
話
番
号
を
県
立
広
島
大
学

（
〒
723-‌

0053
学
園
町
１
の
１
☎
０
８
４

８・
60・
１
２
０
０
���
０
８
４
８・

60・１
１
３
４

nousym
po@

p 
u-hiroshim

a.ac.jp

）へ

●
野
菜
づ
く
り
講
習
会　

と
き　
①
14
日（
火
）②
15
日（
水
）

※
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
15
時
30
分
。

と
こ
ろ　
①
久
井
就
業
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー（
久
井
支
所
東
側
）②
本
郷

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容　
今
年
の
菜
園
計
画
と
準
備

※
希
望
者
は
直
接
、
会
場
へ
。

●
や
っ
さ
農
業
塾

と
き　
4
月
～
来
年
3
月（
月
1
回
）

と
こ
ろ　
市
内
の
公
共
施
設
や
JA
な
ど

内
容　
野
菜
栽
培
の
講
義
や
実
習

対
象　
市
内
在
住
で
出
荷
を
め
ざ
す
人

定
員　
20
人（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料　
５
，０
０
０
円（
資
材
費
）

申
込
期
限　
24
日（
金
）ま
で

●
市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集

区
画
数　
①
本
郷
ふ
れ
あ
い
農
園
１

区
画
②
小
坂
市
民
農
園
14
区
画

対
象　
市
内
在
住
で
農
家
で
は
な
い
人

使
用
料　
①
２
，０
０
０
円
②
１
２
，

０
０
０
円

申
込
期
限　
28
日（
火
）ま
で

申
し
込
み
先　
農
林
水
産
課（
☎
０
８

４
８・67・６
０
７
７
）

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

位
置　
①
市
②
水
道
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

掲
載
期
間　
４
月
〜
来
年
３
月

料
金（
月
額
）　
①
１
０
，
０
０
０
円

②
３
，０
８
５
円

問
い
合
わ
せ
先　
①
総
務
広
報
課

（
☎
０
８
４
８・
67・
６
０
０
７
） 

②
水
道
部
管
理
課（
☎
０
８
４
８・

64・２
２
９
７
）

●
水
道
部
の
公
用
車（
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
）

位
置　
①
側
面（
両
側
）②
後
面
③
側

面・後
面
の
両
方

料
金（
月
額
）　
①
３
，０
０
０
円 

②
１
，５
０
０
円
③
４
，０
０
０
円

※
シ
ー
ト
作
成
に
は
別

料
金
が
か
か
り
ま
す
。

詳
し
く
は
水
道
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　
申
込
書（
提
出
先
、
水

道
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
）を

水
道
部
管
理
課（
☎
０
８
４
８・

64・２
２
９
７
）へ

受
付
日　
16
日（
木
）・17
日（
金
）

受
付
場
所　
建
築
課（
円
一
町
庁
舎
１
階
）

※
募
集
住
宅
な
ど
、詳
し
く
は
資
料
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。資
料
の
配
布
は
６
日（
月
）

か
ら
建
築
課
、市
民
課
、各
支
所
で
。

問
い
合
わ
せ
先　
建
築
課（
☎
０
８

４
８・67・６
１
２
０
）

任
用
期
間　
4
月
～
来
年
3
月

※
詳
し
く
は
募
集
要
項（
提
出
先
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
）で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
14
日（
火
）ま
で

※
母
子
保
健
推
進
委
員
は
28
日（
火
）ま
で
。

申
し
込
み　
履
歴
書
と
資
格
を
証
明

す
る
物
の
写
し
を
各
課
へ

広
告
を
掲
載
す
る
事
業
者

広告

非
常
勤
職
員

職　種 報酬
（日額）

勤務日・
時間 業務内容 資　格 定員 申し込み・

問い合わせ先

児童クラブ指導員 5,500円 週6日、1日
4時間50分 小学生の遊びや生活の指導

①保育士などの資格、各種教諭免許を持っ
ている人②高卒以上で類似業務の経験が2
年以上ある人③大学で教育学などを専修す
る学科を修了した人

4人
程度

子育て支援課
（☎0848・67・6045）

婦人相談員 6,640円 週5日、1日
5時間50分

DV被害者の相談・指導・助
言など 業務について識見がある人 1人 社会福祉課

（☎0848・67・6058）

保健指導員 9,920円 週4日、1日
6時間45分 保健指導と相談 保健師または看護師の資格を持っている人 ２人

保健福祉課
（☎0848・67・6061)

母子保健推進委員 36,000円
（年額） 月5日程度 大和地域での母子保健に関

する指導
市内在住で、平成29年4月1日現在20 ～
69歳の人 1人

野
菜
作
り
を
始
め
よ
う

脳
を
み
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
三
原

市
営
住
宅
の
入
居
者

テ
レ
ビ
番
組｢

に
っ
ぽ
ん
縦
断　
こ

こ
ろ
旅｣

で
紹
介
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド



健康ひろば 生活情報掲示板子育て応援

21 広報みはら 平成29年２月号

各講座は申し込み先着順です。受け付けは１日（水）10時からです。生涯学習講座

図書館アラカルト 休館日　中央図書館＝11日（土）
　　　　本郷・久井・大和図書館＝11日（土）、火曜日

　
中央図書館（☎0848・62・3225）

●ねむの木　おはなしのひろば
と　き　４日(土)・18日(土) 10時30分～11時30分
●虹の会　絵本のよみかたり
と　き　25日(土)14時～14時30分
※手話通訳があります。
●虹の会　０歳からのよみかたり
と　き　17日(金)10時30分～11時、11時15分～
11時45分

●ぽけっといっぱいのおはなし会
と　き　２日(木)11時～11時30分
●読書会
と　き　27日(月)13時30分～15時
内　容　『火宅の人』（壇 一雄／著）を読み解く

本郷図書館（☎0848・85・0703）
●こんぺいとう　おはなし会
と　き　23日(木)10時30分～11時
ほんごう子ども図書館（☎0848・86・6066）

●おはなし会
と　き　７日(火)10時30分～11時、
25日(土)14時～15時

●おはなしのポケット
と　き　11日(土)10時～11時30分
ところ　本郷生涯学習センター

久井図書館（☎0847・32・7138）
●おはなし会
と　き　25日(土)13時30分～14時

大和図書館（☎0847・33・1115）
●絵本とおはなしの時間
と　き　11日を除く土曜日10時30分～11時、
12日(日)14時～14時30分

おすすめ本

　園芸家の作者が、レモンの
生産量日本一の瀬戸田を旅し
ながら、レモンの育て方や活
用法など、レモンの魅力をた
っぷりと紹介します。

　ありうべからざる京都に住む
ミステリー作家の主人公が遭
遇する出来事を収録した怪談
集。怪しい絵巻風の表紙が皆さ
んを不思議な世界へ誘います。

『瀬戸田レモンに恋して』
国吉 純/著

『深
みどろがおかきだん
泥丘奇談・続

ぞくぞく
々』
綾辻行人/著

講座名 と　き 対　象 定 員 参加費 申込期限 ところ・申し込み先
張さんと作る
黒胡麻湯団子

９日（木）
10時～12時30分 大人 12人 600円 ７日（火）

まで
船木コミュニティセンター
（☎0848・86・6731）

漆工芸体験
塗り箸をつくろう

12日（日）
13時30分～16時30分

小学３年生以上
※小学３・４年生
は保護者同伴。

15人 1,600円 10日（金）
まで

本郷コミュニティセンター
（☎0848・85・0701）
※会場は本郷生涯学習センター。

味噌作りのコツを学ぼ
う

14日（火）
13時30分～15時30分

大人

12人 1,100円 10日（金）
まで

宮浦コミュニティセンター
（☎0848・62・7944）

発酵パワー ヤンミョ
ンジャン（キムチのた
れ）作り

17日（金）
10時～13時 18人 1,300円 14日（火）

まで
須波コミュニティセンター
（☎0848・67・0512）

おいしい味噌作り 17日（金）
13時30分～15時 16人 2,200円 14日（火）

まで
中之町コミュニティセンター
（☎0848・64・4099）

ミルクレープ作り 18日（土）
13時～15時30分 16人 1,000円 10日（金）

まで
糸崎コミュニティセンター
（☎0848・62・6799）

松ぼっくりと苔でつく
るコケボックリ

26日（日）
10時～12時 小学生以上 20人 300円 21日（火）

まで
中之町コミュニティセンター
（☎0848・64・4099）

発酵パワー 麹を使っ
た甘酒作りと活用法

27日（月）
10時～13時 大人 18人 1,000円 24日（金）

まで
須波コミュニティセンター
（☎0848・67・0512）

音楽ふれあい教室 ３月３日（金）
10時30分～11時30分

１歳以上の未就
園児と保護者 30人 100円 ２月24日

（金）まで
幸崎コミュニティセンター
（☎0848・69・0001）



申
し
込
み　
6
日（
月
）ま
で
に
高
齢

者
福
祉
課（
☎
０
８
４
８・
67・
６

０
５
５
）へ

と
き　
25
日（
土
）13
時
～
16
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

演
題　
み
ん
な
が
主
役
に
な
れ
る
地

域
を
つ
く
る
た
め
に

講
師　
東
洋
大
学
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

学
部
准
教
授　
八
木
裕
子
さ
ん

申
し
込
み
先　
高
齢
者
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
５
）

と
き　
16
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
安
全
で
効

果
的
に
運
動
機

器
を
利
用
す
る

た
め
の
講
習

対
象　
65
歳
以
上
で
要
支
援・
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

定
員　
10
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み
先　
高
齢
者
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
５
）

と
き　
14
日（
火
）10
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　
み
は
ら
し
温
泉

内
容　
食
事
や
交
流
会
、
介
護
相
談

期
間　
3
月
末
ま
で

※
対
象
者
に
は
無
料
券
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
市
内
の
歯
科
医
院
を
受
診

す
る
と
き
に
無
料
券
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
３
）

と
き　
17
日（
金
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
本
郷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
相
談

定
員　
2
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み　
15
日（
水
）ま
で
に
本
郷

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４

８・86・３
６
０
９
）へ

と
き　
３
月
７
日（
火
）～
10
日（
金
）８

時
30
分
〜
10
時
30
分

と
こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

内
容　
各
種
が
ん
検
診
な
ど

申
込
期
限　
２
月
７
日（
火
）ま
で

※
詳
し
く
は
広
報
み
は

ら
１
月
号
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先　
保
健
福
祉
課（
☎
０

８
４
８・67・６
０
５
３
）

対
象　
要
介
護
１
以
上
の
人
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族

定
員　
90
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み　
7
日（
火
）ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
０
８
４
８・
63・

０
５
７
０
）へ

と
き　
15
日（
水
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
東
部
保
健
所（
尾
道
市
古

浜
町
）

内
容　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

申
し
込
み　
10
日（
金
）ま
で
に
県
東

部
保
健
所（
☎
０
８
４
８・
25・
４

６
４
０
）へ

実
施
薬
局　
モ
リ
オ
薬
局
、
プ
ラ
ザ

薬
局
、
と
き
わ
薬
局
宮
沖
店
、
フ

ジ
薬
局
、
佐
藤
薬
局

期
間　
3
月
末
ま
で

※
通
年
で
実
施
し
て
い
る
薬
局
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　
血
糖
値
の
自
己
測
定
、
薬
剤

師
に
よ
る
結
果
説
明
と
指
導

対
象　
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て

い
な
い
人

測
定
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
３
）

と
き　
３
月
４
日（
土
）11
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

内
容　
作
品
の
展
示
、バ
ザ
ー
、交
流
会

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

と
き　
①
7
日（
火
）13

時
～
16
時
②
25
日

（
土
）10
時
～
12
時
、

13
時
～
16
時

と
こ
ろ　
①
三
原
赤
十
字
病
院 

②
イ
オ
ン
三
原
店

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
３
）

と
き　
3
月
９
日（
木
）13
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ　
尾
道
市
立
市
民
病
院（
尾

道
市
新
高
山
）

テ
ー
マ　
①
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
体
操

②
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
認
知
症

講
師　
①
尾
道
市
立
市
民
病
院
理
学

療
法
士　
富
安
真
弓
さ
ん
②
尾
道

市
立
市
民
病
院
内
科
医
師　
山
脇

泰
秀
さ
ん

対
象　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
人
と
家
族

問
い
合
わ
せ
先　
県
東
部
保
健
所

（
☎
０
８
４
８・25・４
６
４
０
）

と
き　
24
日（
金
）10
時
～
13
時　

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

対
象　
65
歳
以
上
で
1
人
暮
ら
し
の

男
性
、
男
性
介
護
者

定
員　
30
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
２
５
０
円

用
意
す
る
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
し
込
み　
17
日（
金
）ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
０
８
４
８・
63・

０
５
７
０
）へ

と
き　
11
日（
土
）13
時
～
16
時　

と
こ
ろ　
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ
く

や
ま（
福
山
市
東
桜
町
）

演
題　
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
地
域
全

体
で
支
え
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」の
構
築　

講
師　
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ（
株
）社
会
政
策

部　
部
長 

岩
名
礼
介
さ
ん　

今
年
度
最
後
の
集
団
健
診

第
10
回
こ
こ
ろ
♥
ネ
ッ
ト

み
は
ら
ま
つ
り

22平成 29 年２月号 広報みはら

ひろば
健康

家
族
介
護
者
の
交
流
会

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

男
性
の
料
理
教
室

運
動
機
器
の
利
用
講
習

こ
こ
ろ
の
な
ん
で
も
相
談

精
神
保
健
福
祉
相
談

献
血
に
協
力
を

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
教
室

薬
局
で
糖
尿
病
の
リ
ス
ク

測
定
が
で
き
ま
す

今
年
度
40・50・60
歳
の
人
は

歯
科
健
診
を
無
料
で
受
診
で
き
ま
す

市
民
公
開
講
座

暮
ら
し
と
医
療・介
護
を
考
え
る
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用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

と
き　
3
月
9
日（
木
）①
10
時
～
12

時
②
13
時
～
15
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
乳
房・骨
盤
ケ
ア
の
紹
介

対
象　
①
妊
娠
5
カ
月
以
降
②
産
後

５
カ
月
ま
で
の
人

定
員　
各
15
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　
開
催
日
の
前
日
ま
で
に

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
４
８・67・６
２
１
７
）へ

と
き　
11
日（
土
）8
時
30
分
～
17
時
30
分

と
こ
ろ　
三
原
市
医
師
会
休
日
夜
間

急
患
診
療
所（
宮
浦
一
丁
目
）（
☎

０
８
４
８・67・７
０
４
０
）

●
ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン　
　
　

と
き　
23
日（
木
）10
時
30
分
～
11
時
40
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど

対
象　
0
歳
児
と
保
護
者

用
意
す
る
物　
バ
ス
タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

●
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ

と
き　
10
日（
金
）9
時
40
分
～
11
時

と
こ
ろ　
久
井
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
　
紙
遊
び

対
象　
未
就
園
児
と
保
護
者

問
い
合
わ
せ
先　
久
井
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー（
☎
０
８
４
７・
32・
８
５

５
１
）

と
き　
26
日（
日
）10
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

演
題　
子
ど
も
た
ち
の
困
り
感
を
理

解
し
育
む
～
発
達
外
来
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
〜

講
師　
県
立
広
島
大
学
保
健
福
祉
学

部
教
授　
林 

優
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
３
５
９
）

と
き　
7
日（
火
）・
16
日（
木
）10
時

～
12
時
、
13
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
乳
幼
児
の
発

達
や
子
育
て
相
談
、

専
門
機
関
の
紹
介

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者

申
し
込
み
先　
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４
８・
67・

６
２
１
７
）

と
き　
10
日（
金
）・24
日（
金
）

※
い
ず
れ
も
10
時
～
12
時
、
13
時
～

15
時
の
う
ち
1
時
間
。

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

内
容　
乳
房
ケ
ア
、
自
己
マ
ッ
サ
ー

ジ
方
法
の
紹
介
な
ど

対
象　
出
産
前
後
の
人

定
員　
各
4
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　
相
談
日
の
前
日
ま
で
に

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
４
８・67・６
２
１
７
）へ

と
き・と
こ
ろ　
2
日（
木
）・チ
ェ
リ

ッ
シ
ュ（
さ
く
ら
保
育
園
）、
10
日

（
金
）・あ
さ
か
ぜ
保
育
園

※
受
け
付
け
時
間
は
10
時
〜
10
時
30
分
。

内
容　
身
体
測
定
、
育
児・栄
養・歯

科
相
談
、
遊
び
の
広
場

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者 応援

子育て

と
き・と
こ
ろ　
①
2
月
17
日（
金
）・

大
和
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
②
3
月
3

日（
金
）・
サ
ン・

シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
離
乳
食
の
進
め
方
や
試
食

対
象　
4
～
6
カ
月
児
の
保
護
者

（
10
時
～
10
時
40
分
）、7
～
９
カ
月

児
の
保
護
者（
11
時
～
11
時
40
分
）

定
員　
各
20
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　
①
10
日（
金
）ま
で
に
大

和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８

離
乳
食
教
室

４
７・
34・
０
９
６
０
）②
2
月
24

日（
金
）ま
で
に
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）へ

と
き　
9
日（
木
）・
28
日（
火
）10
時

～
12
時
、
13
時
15
分
～
14
時
45
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
子
育
て
相
談
、

親
子
遊
び
の
紹
介

対
象　
2
歳
ま
で
の
子

と
保
護
者

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４
８・

67・６
２
１
７
）

　子どもは大好きな大人にたくさん褒めてもらうことで、
「できないけどやってみたい」という力が沸きます。そして、
成長するにつれて、自分が得意な事を「やってみるから
見ていて」という素振りを見せ始めます。
　時間がかかったり、うまくできなかったりすることも
あります。そんな時も、イライラは少し我慢して、最後
まで見守ってあげましょう。「頑張ってるねぇ」と声を掛け、
やり遂げたら「できたねぇ」としっかり褒めてあげましょ
う。そうすることで、子どもの中に「もっとやってみよう」
「失敗しても、もう1回やってみよう」という“立ち直りの心”
が育っていきます。
　子どもは成長していく中で、自分の思うようにならな
い事や失敗してしまう事にたくさん出会います。幼い頃
に育まれた“立ち直りの心”は、将来、さまざまな事に挑
戦していく力の土台になります。まず、子どもにしっか
り声を掛け、褒めてあげることから始めましょう。　

　三原市保健師　藤井 久美子

子どもの“立ち直りの心”を育む
保健師です

こ ん に ち は

祝
日
の
小
児
科
救
急
当
番
医
院

子
育
て
応
援
相
談

発
達
支
援
啓
発
講
座

産
前・産
後
セ
ル
フ
ケ
ア
教
室

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談

母
乳
育
児
相
談

母
子
保
健
推
進
委
員
さ
ん
と

過
ご
そ
う

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
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人権ひろば　児童館へおいでよ！

児 童 館 へ お い で よ ！ 申し込み先　児童館（☎■℻ 兼用0848・67・1123）

　
大
人
が
子
ど
も
の
身
体
や
心
を
傷
つ
け
る「
児
童

虐
待
」。
そ
の
中
の
１
つ
に「
育
児
放
棄・
育
児
怠
惰

（
ネ
グ
レ
ク
ト
）」が
あ
り
ま
す
。

　
ネ
グ
レ
ク
ト
と
は
、
十
分
な
食
事
を
与
え
な
い
、

会
話
や
言
葉
掛
け
を
し
な
い
な
ど
、保
護
者
が
子
ど

も
の
心
と
体
が
健
全
に
成
長
す
る
の
を
妨
げ
る
行
為

で
す
。
決
し
て
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
大
な
人

権
侵
害
で
す
が
、「
ち
ょ
っ
と
部
屋
が
汚
か
っ
た
だ

け
」「
子
ど
も
が
１
人
で
遊
ぶ
の
は
い
つ
も
の
こ
と
」

な
ど
、保
護
者
が
こ
う
し
た
生
活
を
普
通
だ
と
認
識

し
て
い
る
の
も
ネ
グ
レ
ク
ト
の
特
徴
で
す
。

　
ネ
グ
レ
ク
ト
を
含
む
児
童
虐
待
は
、保
護
者
の
育

児
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
現
代

は
、
核
家
族
化
な
ど
世
帯
構
成
の
変
化
に
よ
り
、
保

護
者
が
育
児
の
負
担
を
全
て
背
負
い
、不
安
や
悩
み

を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
も
そ
の
一
因

で
す
。

　
三
原
市
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
子

育
て
世
代
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

す
く
す
く
」を
設
置
し
て
い

ま
す
。
保
健
師
や
家
庭
児
童
相
談
員
な
ど
の
専
門

職
が
常
駐
し
、
子
育
て
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
児
童
虐
待
は
子
ど
も
の
命
を
奪
い
か
ね
な
い
問

題
で
す
。｢

も
し
か
し
て
、こ
れ

っ
て
虐
待
な
の｣ ｢

子
ど
も

と
の
接
し
方
が
分
か
ら
な

い｣
な
ど
、気
に
な
る
と
き

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
み
の
が
す
な
　
い
つ
も
近
く
に
あ
る
差
別

（
小
学
4
年
生
の
作
品
）

笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る
い
未
来
へ
⑫

子
ど
も
の
人
権
と

　
　
　 

ネ
グ
レ
ク
ト（
育
児
放
棄・育
児
怠
惰
）

児
童
虐
待
通
告
窓
口（
児
童
虐
待
の
連
絡・通
報
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
０
８
４
８・67・
６
０
８
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
24
時
間
対
応
）

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く

　
（
育
児
の
悩
み・児
童
虐
待
の
相
談)

　
　
　
　
　
　
（
☎
０
８
４
８・67・
６
２
１
７
）

※いずれも申し込み先着順です。申し込み受け付けは1日（水）10時からです。
※開館時間は10時～17時30分です。月曜日は休館日です。

親子ストレッチ
と　き　15日(水)①10時～10時

45分②11時～11時45分
対　象　保護者と

①0歳児
②1～5歳児

定　員　30組

リトミックランド
と　き　16日(木)・17日(金)①10

時30分～11時②11時15
分～11時45分

内　容　リトミック（音楽表現）
対　象　保護者と①0歳児

②16日＝2～5歳児、
17日＝１歳児

定　員　各15組　

茶の心～和親庵～
と　き　18日（土）①10時15分～

②11時15分～
ところ　サン・シープラザ4階
内　容　お茶のお点前
対　象　3歳児以上
※未就学児は保護者同伴。
定　員　各10人　参加費　250円
用意する物　ハンカチ・白い靴下

子どもの台所
と　き　19日（日）13時30分～16

時
内　容　バレンタインスイーツ作り
対　象　小学生
定　員　16人　参加費　400円
用意する物　三角巾・エプロン・布巾2枚

親子でつくろう
と　き　①21日（火）②22日（水）

10時30分～11時30分
内　容　だるまの工作
対　象　保護者と

①0～1歳児
②2歳児以上

定　員　各20組　参加費　100円

わいわいひろば
と　き　①24日（金）②28日（火）

10時30分～11時30分
内　容　ひな祭り
対　象　保護者と

①0～1歳児
②2歳児以上

定　員　各20組　参加費　100円



25 広報みはら 平成 29 年２月号

くらしの無料相談窓口

相談の種類 と　　き と　こ　ろ 申し込み・問い合わせ先

法
　
律
　・　
生
　
活

弁護士法律相談

17日（金)※要予約。受け付
けは６日(月)８時30分から。� 13時〜16時 中央公民館 生活環境課

（☎0848・67・6178）
����８日(水)･22日(水)※いず
れも要予約。利用には収入
などの条件があります。

10時〜16時 広島地方裁判所尾道支部
（尾道市新浜）

広島弁護士会尾道地区会
（☎0848・22・4237）

行政書士１日相談会 ４日（土） 10時〜16時 道の駅 みはら神明の里 広島県行政書士会三原支部
（☎0848・86・1244）

司法書士法律相談
�月～金曜日�

12時〜15時  電話相談  広島相談センター（☎082・511・7196）
法的トラブルの解決法・
窓口の案内 ９時〜16時  電話相談  法テラス広島（☎050・3383・5485）

���消費生活相談 月～金曜日� ９時〜12時、13時〜16時 市役所本庁５階　
※電話相談可。 消費生活センター

（☎0848・67・6410）��消費生活巡回相談 10日(金)・17日(金)・24日
(金)※要予約。� 14時〜16時 本郷・久井・大和支所

自立サポート相談� 月～金曜日� ８時30分〜17時15分 サン・シープラザ４階 自立相談支援センターみはら
(☎0848・67・4568）

���成年後見専門相談� ９日(木)※要予約。 14時〜16時 サン・シープラザ３階
障害者生活支援センター
（☎0848・63・3319

　 ��0848・63・3359）障害者なんでも相談
15日（水）※要予約。 14時〜16時 本郷福祉センター
１日（水）※要予約。 10時〜12時 久井保健福祉センター
３日（金）※要予約。 大和保健福祉センター

交通事故・民事・
家事相談

月～金曜日� ９時〜17時  電話相談  県生活センター （☎082・223・8811）

����13日(月)・27日(月) 10時〜12時、13時〜16時  電話相談  県東部地域県民相談室尾道支所
　　　　  （☎0848・25・2011）

暴力団関係相談 月～金曜日� ９時〜17時  電話相談  暴力追放広島県民会議（☎082・228・5050）
不動産相談 �３日（金）・17日（金） 10時〜15時 サン・シープラザ４階

社会福祉協議会
（☎0848・63・0570）戦没者遺族相談 �２日（木）・16日（木） 13時〜16時 サン・シープラザ３階行政相談 20日（月）

心配ごと相談

金曜日� 13時〜16時 サン・シープラザ３階 社会福祉協議会・各地域センター
（☎0848・63・0570）

�８日（水）・22日（水） 本郷福祉センター （☎0848・86・3607）
１日（水）・15日（水）

９時〜12時
久井保健福祉センター （☎0847・32・7101）

17日（金） 大和人権文化センター （☎0847・33・1308）
３日（金）	 大和保健福祉センター （☎0847・34・1214）

若者向け就職相談 15日（水）※要予約。 ９時〜12時 ハローワーク三原 ふくやま地域若者サポートステー
ション（☎084・959・2348）

教
育・子
育
て

学校生活・勉強など
の悩み相談 11日を除く月～土曜日� ９時〜17時45分（土曜日

は８時30分〜17時15分）
リージョンプラザ２階
※電話相談も可。

三原ふれあい相談室
（☎0848・64・7201）

学校生活の悩み・
体罰などの相談 月～金曜日� ８時30分〜17時15分  電話相談  三原子どもサポートダイヤル（☎0848・67・6173）

※時間外は留守番電話で対応。

療育・教育相談 ６日（月）・27日（月） 13時〜16時 サン・シープラザ３階 社会福祉協議会
（☎0848・63・0570）

児童虐待通告窓口 毎日 24時間  電話相談  保健福祉課（☎0848・67・6088）

家庭児童相談 月～金曜日
※８日（水）は要予約。　 ９時30分〜16時 サン・シープラザ３階 家庭児童相談室

（☎0848・61・0121）

健
　
康

アレルギー疾患相談 21日（火） 13時30分〜15時30分 県東部保健所（尾道市古
浜）

県東部保健所
（☎0848・25・4641）

健康相談 月～金曜日� ８時30分〜17時15分 各保健福祉センター 保健福祉課
（☎0848・67・6053）

認知症相談 火・木曜日� 13時〜16時30分  電話相談  県地域包括ケア推進センター 
　　　　 （☎082・553・5353）

　
人
　
　
権

人権相談

�月・木曜日� 10時〜16時 市役所本庁４階 人権推進課
（☎0848・67・6044）火・水・金曜日 サン・シープラザ３・４階16日（木） 13時〜16時

月～金曜日� 10時〜16時
人権文化センター （☎0848・66・1111）
本郷人権文化センター （☎0848・86・3333）
大和人権文化センター （☎0847・33・1308）

８時30分〜17時15分  電話相談  法務局常設電話相談所（☎0570・003・110）

女性相談
月～金曜日�

９時30分〜16時 サン・シープラザ３階 女性相談室
（☎0848・61・0122）

女性の人権相談 ８時30分〜17時15分
 電話相談  女性の人権ホットライン（☎0570・070・810）

子どもの人権相談  電話相談  子どもの人権110番（ 0120・007・110）
水防・災害対策本部専用電話 （☎0848・67・6868 ��0848・67・6164）

　相談日などは変更する場合があります。事前に確認してください。
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カメラ散歩Photo Walk

▶ 

大
だ
る
ま
に
並
ぶ
神
明
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ば
高
さ
18
ｍ
の
大
と
ん
ど
。協
賛
会
の

皆
さ
ん
が
ウ
ラ
ジ
ロ
や
松
な
ど
を
飾
り
付
け
ま
し
た（
1
／
22　
大
と
ん
ど
の
設
置　

J
R
三
原
駅
前
）

▶ 

息
を
合
わ
せ
て
、ぺ
っ
た
ん
、ぺ
っ
た
ん
。
子
ど
も
た

ち
も
大
き
な
杵
を
持
っ
て
、餅
つ
き
に
挑
戦
し
ま
し
た

（
1
／
22　
新
春
ふ
れ
あ
い
広
場　
深
小
学
校
）

▲ ようこそ三原へ。乗客や船内のスタッフの皆さんを、おもてなしの心
でお迎えしました（1/6　にっぽん丸の寄港　糸崎岸壁）

 今年度成人を迎えた916人を代表して、蛭子智貴さんと
豊田美幸さんが「自分が信じる道を歩むため日々精進し
ます」と誓いの言葉を述べました（1/8　新成人のつど
い　芸術文化センター ポポロ）

▲ 市出身の演奏家によるコンサート。力強くも優しい音色が
会場に響き渡りました（1/22　ニュー イヤー コンサート　
芸術文化センター ポポロ）
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写真・絵を募集しています
テーマ  
 ～あなたが残したい三原の風景～
応募資格　市内在住・在勤・在学の人
選　　考　総務広報課で選考
※応募作品の著作権は市に帰属し、市
の公式フェイスブックで紹介させ
ていただく場合があります。
※応募作品は返却しません。
申し込み　郵送またはＥメールで写
真（Ｌ判・データ）か絵（大きさは画
用紙A3サイズまで）と①名前②住
所・電話番号③撮影・制作日④撮
影・題材場所⑤作品名⑥作品エピ
ソード（70字以内）を総務広報課
（〒723-8601港町三丁目５番１号 
☎0848・67・6007 somukoho@
city.mihara.hiroshima.jp）へ

　
昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
第
25

回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会
に
沼
田
東
小
学
校
6
年

の
奥
野
天
斗
君
が
県
代
表
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
、
団

体
戦
で
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
奥
野
君
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始

め
た
の
は
6
歳
の
と
き
。
先
に
始

め
て
い
た
姉
に
誘
わ
れ
、
全
国
大

会
の
出
場
者
を
数
多
く
出
し
て
い

る
三
原
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
へ
入
会
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
週
1
回
の
合
同
練
習
と
週
4

日
の
自
主
練
習
で
技
術
と
体
力
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
得
意
な
の
は
積
極
的
な
攻
撃
で

す
。「
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
決
ま
っ
た
瞬

間
が
気
持
ち
い
い
」と
目
を
輝
か
せ

て
話
す
奥
野
君
。
そ
の
反
面
、｢
粘

り
強
く
ラ
リ
ー
を
続
け
て
く
る
相

手
は
苦
手
」と
言
い
ま
す
。

　
今
、取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、長

い
ラ
リ
ー
で
も
自
分
の
バ
ラ
ン
ス

を
崩
さ
ず
、
攻
撃
へ
つ
な
げ
る
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

中
学
生
な
ど
自
分
よ
り
も
強
い
相

手
と
の
練
習
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
全
国
大
会
で
は
、
普
段
は

県
内
で
し
の
ぎ
を
削
る
選
手
た
ち

と
チ
ー
ム
を
組
み
、｢

お
互
い
の
弱

い
部
分
を
カ
バ
ー
し
な
が
ら
試
合

を
作
っ
て
い
く
」こ
と
も
経
験
し
ま

し
た
。｢

シ
ン
グ
ル
よ
り
ダ
ブ
ル
ス

の
方
が
好
き
。同
じ
目
標
に
向

か
っ
て
切
磋
琢
磨
で
き
る
し
、

勝
っ
た
と
き
の
喜
び
も
分
け

合
え
る
」と
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
通
じ
て
、仲
間
の
大
切
さ
も

感
じ
て
い
ま
す
。

　｢

監
督
や
コ
ー
チ
の
よ
う

に
、試
合
を
し
た
相
手
に
ア
ド

バ
イ
ス
が
で
き
る
選
手
に
な
り

た
い
」と
言
う
奥
野
君
。
春
か

ら
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
な
い

中
学
校
に
通
い
ま
す
が
、｢
部

活
動
で
鍛
え
る
ラ
イ
バ
ル
に
負

け
な
い
よ
う
、自
分
で
目
標
を

持
っ
て
取
り
組
み
た
い
」と
今

日
も
体
育
館
に
ス
マ
ッ
シ
ュ

の
音
を
響
か
せ
ま
す
。

●
撮
影
年
月
＝
平
成
28
年
12
月

●
撮
影
場
所
＝
貝
野
町
　

海霧と朝日　
　　　　　   撮影者 土

ど い

井 多
た か お

賀男さん
　一段と冷え込んだ朝。立ち込めた海霧に朝日
が差し込み、目の前に幻想的な光景が広がりま
した。

撮影エピソ
ード

市民の広場

ミハラのチカラ

STORY  11

▲ ノック練習で、フットワークと厳し
い体勢でも正確にシャトルを打ち
返す力を養います

三原
百景
みはらひゃっけい

※このコーナーでは、スポーツや文化・芸術活動などに情熱を注ぐ若者や子どもたちを紹介します。

仲
間
が
い
る
か
ら
強
く
な
れ
る

三
原
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
　 

奥お
く
の
て
ん
と

野
天
斗
君



広 報

み
は
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再
生
紙
と
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

点
字
版
や
録
音
テ
ー
プ・C
D
も
発
行
し
て
い
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
総
務
広
報
課
へ
。

平
成
29（
2
0
1
7
）年
２
月
号

第
１
４
３
号　
毎
月
1
日
発
行

編
集・発
行
／
三
原
市
総
務
広
報
課

〒
７
２
３
│
８
６
０
１ 

広
島
県
三
原
市
港
町
三
丁
目
5
番
1
号

総
務
広
報
課（
☎
０
８
４
８・67・６
０
０
７
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.m

ihara.hiroshim
a.jp/

航空機の騒音測定結果（12月分） （Lden）

※外国人住民を含む。
※（　　）内は前年同月との比較。
世帯数
人　口
　男
　女

世帯
人
人
人

　
小
早
川
隆
景
は
慶
長
２（
１
５
９

７
）年
、
三
原
城
で
65
年
の
生
涯
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
遺
体
は
西
宮
の
法ほ
う

常じ
ょ
う
じ寺

で
荼だ

び毘
に
付
さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
今
月
は
佐
藤
美
咲
さ
ん
と

法
常
寺
を
訪
れ
、
住
職
の
神
原
祥
弘

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
法
常
寺
は
竹
原
小
早
川
家

の
菩
提
寺
で
、
も
と
は
竹
原
市
の
木

村
城
内
に
あ
り
ま
し
た
。
竹
原
小
早

川
家
の
当
主
だ
っ
た
隆
景
が
沼
田
小

早
川
家
の
跡
を
継
い
で
、
本
郷
の
新

高
山
に
本
拠
を
構
え
た
際
、
一
緒
に

移
さ
れ
た
そ
う
で
す
」と
神
原
さ
ん
。

　
「
そ
し
て
、隆
景
が
三
原
城
を
築
い

た
際
、
こ
の
場
所
に
移
さ
れ
た
の
で

す
ね
」と
佐
藤
さ
ん
。

　

｢

そ
う
で
す
。
隆
景
は
法
常
寺
に
西

の
出
城
と
し
て
の
役
割
も
持
た
せ
ま

し
た
。
山
門
か
ら
境
内
へ
続
く
道
が

曲
が
っ
て
い
る
の
は
、
敵
が
簡
単
に

進
入
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

工
夫
で
す
。
城
の
出
入
り
口
と
同
じ

構
造
な
ん
で
す
よ
」

　

｢

隆
景
は
法
常
寺
の
位
置
や
構
造

を
綿
密
に
計
画
し
て
い
た
わ
け
で
す

ね
」と
佐
藤
さ
ん
。

　

｢

ご
住
職
、
こ
こ
で
は
隆
景
の
葬

儀
が
行
な
わ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た｣

　

｢

境
内
で
葬
儀
と
火
葬
を
営
み
ま

し
た
。
当
時
、
故
人
の
魂
は
火
葬
し

た
場
所
に
残
る
と
さ
れ
、
供
養
の
た

め
に
建
て
ら
れ
た
の
が
こ
の
小し
ょ
う
し祠
で

す
。
隆
景
の
お
骨
は
沼
田
小
早
川
家

の
菩
提
寺
で
あ
る
米べ
い
山さ
ん
寺じ

に
安
置
さ

れ
て
い
ま
す｣

　

｢

隆
景
の
命
日
は
６
月
12
日
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
よ
ね｣
と
佐
藤
さ
ん
。

　

｢

数
年
前
ま
で
は
、
旧
暦
の
命
日

に
、
町
内
の
人
が
中
心
と
な
っ
て
隆

景
祭
り
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
佐

藤
さ
ん
、
隆
景
が
寄
進
し
た
と
伝
わ

る
品
を
見
て
み
ま
せ
ん
か｣

と
お
寺

の
中
へ
。

　

｢

香こ
う

合ご
う

と
呼
ば
れ
る
、
お
香
を
炊

く
と
き
に
使
う
入
れ
物
で
す｣

　

｢

隆
景
が
手
に
と
っ
た
か
も
し
れ

な
い
と
考
え
る
と
触
れ
る
の
も
緊
張

す
る｣

と
佐
藤
さ
ん
。

　

｢

こ
ち
ら
は
小
祠
に
ま
つ
ら
れ
て

い
た
坐
像
で
す
。
隆
景
の
晩
年
の
姿

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
よ｣

  ｢

す
ご
く
貴
重
な
物
を
見
せ
て
い
た

だ
い
た
り
、
話
を
お
聞
き
し
た
り
し

て
、
隆
景
公
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
佐
藤
さ
ん
。

　
皆
さ
ん
も
法
常
寺
で
歴
史
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
築
城
４
５
０
年
事
業
推
進
担
当
室

　
☎
０
８
４
８・61・０
４
５
０

28平成29年 2月号 広報みはら

あ・と・が・き

三原市の人口（12月31日現在） 税などの納期（普通徴収） 主
人
公
が
本
能
寺
の
変
の
前
日
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、織
田
信

長
に
出
会
う
と
い
う
奇
想
天
外
な
物

語
の
映
画「
本
能
寺
ホ
テ
ル
」が
先

月
、
公
開
さ
れ
ま
し
た
▼
本
能
寺
で

明
智
光
秀
に
信
長
が
討
た
れ
た
後
、

天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
た
豊
臣
秀
吉

か
ら
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い

た
小
早
川
隆
景
。
三
原
の
ま
ち
は
隆

景
の
築
い
た
三
原
城
の
城
下
町
と
し

て
発
展
し
ま
し
た
▼
今
で
は
空
に
飛

行
機
が
飛
び
交
い
、
夢
の
高
速
鉄
道

と
言
わ
れ
た
新
幹
線
も
往
来
す
る
三

原
。
も
し
も
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き

る
な
ら
、
隆
景
公
に
そ
ん
な
ま
ち
の

よ
う
す
を
報
告
し
た
い
で
す（
Y
）

問問い合わせ先

○固定資産税・都市計画税（第４期）
○国民健康保険税（第８期）
○介護保険料（第８期）
○後期高齢者医療保険料（第８期）
納期限　28日（火）
夜 間収納窓口（19時まで）
　毎週木曜日

隆
景
公
小
祠
に
手
を

 

　

 

合
わ
せ
る
の
巻

し
ょ
う
　 し

　「ふるさと三原」を次の世代へと
伝えていく連載企画。県立広島大
学三原キャンパスの学生と三原の
歴史や文化を再発見していきます。

人間福祉学科2年
　　佐

さ
藤
とう
美
み
咲
さき
さん

44,069
96,982
46,474
50,508

（+94）
（－867）
（－303）
（－564）

▶正広局（本郷町善入寺正広）＝51.6
▶本郷局（本郷町船木川西上）＝53.5

み

●22

市街地の西側が
見渡せますね！

小祠の前で
手を合わせます

鳳凰の姿が
彫られています

江戸時代中期
以降に製作さ
れたと伝わる

こういう造りを

桝
ますがた

形虎
こぐち

口と
言います

人口移動の詳細については
  広島県  人口移動  月報　で
　　　　　　　　　　検索
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